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  森林環境学習「やまのこ」事業  

次代を担う子どもたちが、森林への理解と関心を深めるとともに、
人と豊かにかかわる力をはぐくむため、学校教育の一環として、森
林環境学習施設およびその周辺森林で体験型の学習を実施するも
のとする。  

県琵琶湖環境部森林政策課  
林業普及センター  
森林整備事務所 等  

 「 や ま の こ 」事 業 を 教 育 課 程 に

位 置 づ け る 。  

 日 程 （ １ 日 ま た は １ 泊 ２ 日 ） 、

施 設 を 学 校 で 選 択 す る 。  

 施 設 の 専 任 指 導 員 と 相 談 し て 、

日 程 や 学 習 プ ロ グ ラ ム を 決 定

す る 。  

 専 任 指 導 員 と の チ ー ム テ ィ ー

チ ン グ 。  

 事 前 事 後 の 学 習 で 森 林 と 琵 琶

湖 を つ な ぐ 学 習 に 取 り 組 む 。  

事業実施  

支
援

 

 県 内 既 存 の 森 林 体 験 交 流 施 設

等 を「 や ま の こ 」事 業 の 実 施 施

設 と す る 。  

 施 設 に 専 任 指 導 員 を 配 置 す る 。 

 専 任 指 導 員 は 、 学 校 と 連 携 し

「 や ま の こ 」 事 業 を 実 施 す る 。 

 施 設 や 学 習 フ ィ ー ル ド の 整 備

を 行 う 。  

 学 習 プ ロ グ ラ ム を 開 発 す る 。  

連携  
県教育委員会事務局  

幼小中教育課  
県総合教育センター  

市町教育委員会  市町等施設管理部局  

学 校  
 

やまのこ事業  
受入施設  

琵琶湖森林づくり県民税  

経費

支援  
 

事 業 概 念 図  

・事前 事後学 習経 費 

・移動 経費（ バス 代等 ） 

・専任 指導員 設置 経費 

・活動 費 ・ 安全 確保 費 

・施設 事務経 費 

・学習 施設整 備費 

・学習 活動資 機材 整備 費 

事業目的 

経費

支援  
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森林公園くつきの森  

高山キャンプ場  

森の未来館  

葛川少年自然の家  

荒神山自然の家  

高取山ふれあい公園  

河辺いきものの森  

みなくち子どもの森  

近江富士花緑公園  

「やまのこ」事業受入施設 
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１ 事業の概要  
 

（１）事業目的                             

平成１ ７年３ 月制 定の 琵琶湖 森林づ くり 基本 計画に おいて 、さ まざ まな世 代への 森林
環境学 習が「 次代 の森 林を支 える人 づく り」 として 位置づ けら れま した。 

この「人づ くり 」は 、森林の 持つ多 面的 機能 (注 )が持続 的に 発揮さ れるた め特に 重要 な
要素で あり、 その 中で も、森 林環境 学習 はさ まざま な世代 の県 民が 森林へ の理解 と関 心
を深め 、森林 づく りへ の参加 意識を 高め る施 策とし て位置 づけ られ ていま す。 

また、 地球温 暖化 をは じめと する環 境問 題が 人類共 通の課 題と なり 、環境 との調 和や
森林資 源の循 環利 用を 進める 観点か ら、 森林 環境学 習を推 進し てい くこと が重要 とな っ
ていま す。 

一方、 小学校 にお いて は、４ 年生で 県土 の様 子につ いて学 び、 ５年 生で滋 賀県立 びわ
湖フロ ーティ ング スク ール「 うみの こ」 で「 びわ湖 環境学 習」 を実 施して います 。 

このよ うな状 況を 踏ま え、さ まざま な世 代の 中でも 、小学 ４年 生を 対象に した森 林環
境学習 を「や まの こ」 事業と して位 置づ け、 琵琶湖 と森林 をつ なぐ 体験学 習とし て実 施
するも のとし ます 。 

 

(注)森林の持つ多面的機能  

①洪水や渇水を防ぎ、おいしい水を提供する  
森林の 土は、 スポ ンジ のよう にすき 間が たく さんあ るしく みに なっ ていま す。森 林

に降っ た雨は 地中 にし みこみ 、ゆっ くり と川 に流れ 込むの で、 大雨 の時の 洪水や 日照
りが続 いた時 の渇 水を 発生し にくく して くれ ます。 

また、 雨水が 森林 の中 の土を 通るこ とに よっ て、き れいな 水が つく られま す。 

②自然災害を防ぐ  
森林の 土は、 落ち 葉や 下草に おおわ れて いま す。雨 が降っ た時 、こ の落ち 葉や下 草

が、土 砂が流 され るの を防い でいま す。 

また、 木の根 は地 中に 広く深 く伸び 、地 面を しっか りと固 定し てい るので 山崩れ を
起こり にくく して いま す。 

③地球温暖化を防止する  
森林は 、光合 成に より 二酸化 炭素を 吸収 し、 同時に 酸素を 放出 しま す。木 は、吸 収

した二 酸化炭 素を 炭素 として 体内に たく わえ て大き くなり ます 。つ まり、 森林は 地球
温暖化 を防止 する はた らきを 持って いま す。 

また、 木を住 宅な どに 利用す ること で、 炭素 を長期 保存す るこ とに なり、 大気へ の
二酸化 炭素の 放出 を少 なくし ます。 

④様々な生き物のすみかとなる  
木には 、栄養 のあ る実 やみず みずし くて おい しい葉 や枝、 あま い樹 液など 食べ物 が

たくさ んあり ます 。 

また、葉 や枝、枯れ枝 、幹、皮、根、花、実 など、い ろい ろな形 の ものが あるの で、
それに あわせ てい ろい ろな種 類の生 き物 がす むこと ができ るの です 。

次代を担う子どもたちが、森林への理解と関心を深めるとともに、人と豊かにかか

わる力をはぐくむため、学校教育の一環として、森林環境学習施設およびその周辺森

林で体験型の学習を実施するものとする。 
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⑤リフレッシュや学習の場を提供する  
森林浴 やハイ キン グ、 キャン プなど 、野 外で のレク リエー ショ ンで 森林を 利用す る

ことで 、森林 は、 私た ちにや すらぎ を与 え、 心や体 の緊張 をほ ぐす 休養の 場を提 供し
てくれ ます。 また 、森 林は様 々な生 き物 や環 境のこ とを学 ぶ学 習の 場を提 供して くれ
ます。 

⑥木材など提供する  
森林は 、環境 に優 しい 資材で ある木 材生 産の ほか、 木炭や きの こな どを提 供して く

れます 。また 、木 は伐 ったら 植える とい う適 切な作 業を繰 り返 せば 、再び 成長し て大
きくな り、森 林が なく なるこ とはあ りま せん 。つま り、石 油や 石炭 と違っ て、木 材は
なくな らない 資源 とし て、未 来の私 たち の生 活を支 えてく れま す。 

 

 

（２）事業内容                             

①対象学年  

県内全 ての小 学校 ４年 生（市 町立・ 国立 ・私 立小学 校・特 別支 援学 校およ び各種 学
校等） が参加 でき る事 業とし ます。 

 

②参加日程  

施設で の体験 学習 を日 帰り(終 日)に する か１ 泊２日 にする かは 、学 校が選 択でき る
ものと します 。 

【注意 】近江 富士 花緑 公園、みなく ち子 ども の森、河辺い きも のの 森は、日帰り(終日)

実施の み可能 です 。 

 

③学習のねらい  

｢やまの こ｣学 習で は、 まず、 実際に 森林 に入 ること をねら いと して います 。森林 に
入り、 樹木や 草花 、あ るいは 森に住 む生 き物 などに 子ども たち が興 味を持 ち、森 林で
の様々 な体験 学習 を通 して、 森林の はた らき や重要 性を学 んで ほし いと考 えます 。ま
た、学 習を通 して 、森 林の、 あるい は自 然の 厳しさ 、危険 性と いう ものに も気づ き、
それに 対処す る力 も身 につけ させた り、 ルー ルを守 り、楽 しく 学習 するこ とで、 互い
を思い やる気 持ち や協 力し合 う心も はぐ くん だりし たいと 考え ます 。

小学校４年生 

日帰り(終日)または、１泊２日 

ア．森林に入り、木や草花などにふれ、森林への興味や、親しみをもたせる。 

イ．森林での体験を通して、森林のはたらきや重要性について理解を深める。 

ウ．森林の中の危険性に気づき、回避する力を身につける。 

エ．ルールを守り、楽しく体験学習をすることで、優しさや思いやり、協力し合

う心をはぐくむ。 
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④学習内容  

森林環 境学習 の内 容を ４つに まとめ て示 しま した。 具体的 な学 習プ ログラ ムは、 そ
れぞれ の施設 で、 施設 やフィ ールド の特 徴を 生かし たもの を用 意し ていま す。下 記の
学習プ ログラ ム例 は、 その一 例です 。学 習の ねらい に合わ せ、 専任 指導員 と相談 しな
がら学 習プロ グラ ムを 選択し てくだ さい 。 

 

 

ア．森に親しむ学習 

森 林 ウ ォ ー キ ン グ  樹 木 観 察  自 然 体 験 ゲ ー ム  樹 木 博 士  植
物 の 標 本 づ く り  野 鳥 の 巣 箱 づ く り  植 物 ス ケ ッ チ  木 登 り 体
験  森 林 の 中 で の レ ク リ エ ー シ ョ ン な ど  

イ．森づくり体験学習 間 伐 体 験  間 伐 材 搬 出  枝 打 ち 体 験  植 樹  下 草 刈 り  
ド ン グ リ な ど の 苗 木 づ く り  里 山 整 備 体 験  竹 林 整 備 体 験 な ど  

ウ．森の恵み利用学習 
間 伐 材 を 利 用 し た 工 作  森 の 木 の 実 や 葉 な ど を 使 っ た ク ラ フ ト  
き の こ 採 集  き の こ 栽 培  昆 虫 飼 育  薪 づ く り  炭 焼 き 体 験  
薪 炭 を 使 っ た 調 理 な ど  

 
山 の 仕 事 に 携 わ る 人 の 話  山 村 文 化 体 験  
渓 流 の 水 質 調 べ な ど  

エ．森のレクチャー 

（お話・実験など） 
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２ 事業実施の流れ  

（１）参加希望の提出（事業実施の前年度）                 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※次年 度の参 加希 望は 、８月 中旬に 市町 教育 委員会 を通し て各 校に 照会を 行いま す。 

※９月 下旬を 目途 に、 参加希 望の取 りま とめ を行い ます。 

▶▶▶【参 照】 ３  事業 実施施 設の概 要 

 

（２）施設との日程調整（事業実施の前年度）                

※「や まのこ 」事 業の 参加希 望を受 けた 施設 から、 各学校 に日 程調 整の連 絡が入 りま す
ので、 各施設 およ び学 校間で 調整を して くだ さい。 

 

 

 

 

 

※施設 によっ ては 、実 施日時 の調整 が 12 月 頃にな る場合 もあ りま す。 

【注意 】施設 を変 更す る場合 は、森 林政 策課 まで（ 市町教 育委 員会 経由） 連絡し てく だ
さい。 

 

 

 

 

 

 

 

※施設 と各小 学校 の調 整がつ き次第 、森 林政 策課よ り次年 度参 加計 画を連 絡しま す。 

市町立小学校は、市町教育委員会に「やまのこ」事業を実施する施設や時期につい

ての希望を提出します。 

国立・市立小学校および特別支援学校等については、直接、県庁森林政策課に参加

希望を提出します。 

市 町 立 

 

小 学 校  ９月下旬 

（希望日の報告） 

市 町 

 

教育委員会 

県 庁 

 

森林政策課 

 

８月中旬 
（希望日の照会） 

国 立 ・ 私 立 小 学 校 

特 別 支 援 学 校 

各 種 学 校  等 

 ９月下旬 
（希望日の報告） 

 

８月中旬 

（希望日の照会） 

 ９月下旬 

（希望日の報告） 

 

８月中旬 
（希望日の照会） 

各学校と「やまのこ」事業受入施設との間で、実施日程について調整を行います。 

各 小 学 校 10～11 月 

（日程調整） 

やまのこ事業

受 入 施 設 

県 庁 

森林政策課 
 11 月下旬 

（調整結果報告） 

 

10 月上旬 

（希望日の提示） 

森林政策課 

国立・私立小学校 

特 別 支 援 学 校 

各 種 学 校  等 

市町教育委員会 

市 町 立 小 学 校 

やまのこ受入施設 

市町施設管理部局 

森林整備事務所等 



7 

 

（３）施設下見・事前打合せ                        

 

 

 

 

 

 

 

 

①  施設及び学習フィールドの下見  
学習プ ログラ ムと 関わ っての 下見も 大切 です が、子 どもた ちの 動き をイメ ージし な

がら安 全面の 確認 をし ましょ う。全 体を 集め ての指 導場所 はど こか 、子ど もたち の活
動範囲 はどこ まで か、 危険箇 所はど こか 、雨 が降っ たらど こに 避難 するか 等々、 様々
なケー スを想 定し てみ ましょ う。 

▶▶▶【参 照】 やまの こ 事業安 全管理 マニ ュア ル(P25～34) 

 

②  学習プログラムの検討  
各施設 には、 施設 やフ ィール ドの特 徴を 生か した森 林環境 学習 プロ グラム があり ま

す。子 どもた ちの 実態 や教科 等との 関連 を考 慮しな がら、 学習 プロ グラム を選択 する
とよい でしょ う。 学習 の流れ につい ても 十分 な打合 せが必 要で す。 

▶▶▶【参 照】 ３．事 業 実施施 設の概 要  (P13～21) 

 

③  日程調整  
学習内 容が多 すぎ て、 消化不 良を起 こさ ない ように しまし ょう 。日 帰りの 「やま の

こ」事 業で実 施で きる 学習プ ログラ ムは 、２ ～３程 度だと 思い ます 。 

 

④  準備物  
学習プ ログラ ムを 安全 かつ効 果的に 実施 する ために 、施設 が準 備す るもの 、学校 が

準備す るもの 、子 ども たちが 準備す るも のを 確認し ましょ う。 また 、服装 にも気 をつ
けるよ うにし まし ょう 。 

▶▶▶【参 照】 ４．資 料 （２） やまの こ事 業安 全管理 マニュ アル(P25～34) 

 

⑤  経費関係  
森 林 環 境 学 習 プ ロ グ ラ ム で 扱 う ク ラ フ ト 材 料 等 の 教 材 費 や 安 全 確 保 の た め の 地 域

協力者 の謝金 、傷 害保 険料は 、施設 が負 担し ます。 

【注意 】入場 料・ 宿泊 料・食 費は、 参加 者負 担にな ります 。 

 

⑥  その他  
例えば 、気に なる 子ど もへの 支援等 につ いて 、担任 と専任 指導 員が 共通理 解をし て

おくこ とで、 学習 がス ムーズ に展開 でき ます 。 

 

※バス の発注 につ いて は、市 町教育 委員 会か ら指示 があり ます 。 

▶▶▶【参 照】 ２．事 業 実施の 流れ  参 加経費 の考え 方(P11) 

「やまのこ」事業を実施する前(遅くとも１ヶ月前)に、施設の下見や専任指導員と

の打合せを行います。 

各 学 校 

担 任 等 

やまのこ事業

受 入 施 設 

専 任 指 導 員 

①  施設および学習フィールドの下見 

②  学習プログラムの検討 

③  日程調整 

④  準備物 

⑤  経費関係 

⑥  その他 
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（４）実施計画書の提出                          

※様式 は、「 やま のこ 」事業 ホーム ペー ジよ りダウ ンロー ドす るこ とがで きます 。 

 
 

（別紙様式３号）  
森林環境学習「やまのこ」事業実施計画書（学校用）   

学 校 名  ○ ○ 市 立 ○ ○ 小 学 校  校 長 名  ○ ○  ○ ○       

電 話  ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○  Ｆ Ａ Ｘ  ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○  

実 施 日  １ ０ 月 ３ 日 （ 木 ） 雨 天 決 行  予 備 日   

施 設 名  高 取 山 ふ れ あ い 公 園  電 話  ０ ７ ４ ９ － ４ ９ － ０ ６ ３ ５  

施 設 ま で の 交 通 手 段  徒 歩  自 転 車  公 共 交 通 機 関 (   )  借 り 上 げ バ ス (○ ○ バ ス ) 

学 年  ４ 年  学 級 数  ２  児 童 数  男  ３ ２  女  ２ ８  合 計  ６ ０

引 率 者  

職  氏    名   職  氏    名  
教 頭  ○ ○  ○ ○    
教 諭  ○ ○  ○ ○    

教 諭  ○ ○  ○ ○    
教 諭  ○ ○  ○ ○    

目 標  
・ 樹 木 や 草 花 の 観 察 を 通 し て 、 森 林 環 境 の 特 徴 に 気 づ く 。  
・ 林 業 体 験 を 通 し て 、森 づ く り の 大 切 さ に 気 づ く と 共 に 林 業 へ の 理 解 を 深 め る 。 
・ 木 工 ク ラ フ ト や ほ だ 場 見 学 を 通 し て 、 森 の 恵 み を 実 感 す る 。  

時 刻  日 程 お よ び 活 動 内 容 (午 前 ･１ 日 目 ) 時 刻  日 程 お よ び 活 動 内 容 (午 後 ･２ 日 目 ) 

8:40 
 

9:20 
 

9:25 
 
 

9:40 
 
 
 

10:00 
 
 
 

12:00 

学 校  (発 )  
 
高 取 山 ふ れ あ い 公 園  (着 ) 
 
や ま の こ 開 校 式  
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン  
 
樹 木 や 草 花 を 観 察 し な が ら 自 然 エ ネ
ル ギ ー 利 活 用 施 設 (ペ レ ッ ト 製 造 所 )
ま で 移 動  
 
林 業 体 験  
Ａ ： 伐 倒 (見 学 )・ 枝 払 い ・ 搬 出  
Ｂ ： 丸 太 の 輪 切 り  
 
昼 食 ・ 休 憩  

13:00 
 
 
 
 
 
 
 

14:30 
 
 

14:45 
 

15:00 
 

15:40 

木 工 ク ラ フ ト  
木 工 芸 体 験 施 設 で ク ラ フ ト 活 動  
① 杉 板 を サ ン ド ペ ー パ ー で 磨 く 。  
② 好 き な 絵 を 描 い た り 自 然 物 を 貼

り 付 け て 飾 り 付 け を す る 。  
③ ヒ ー ト ン か 足 を つ け 、飾 れ る よ う

に す る 。  
 
椎 茸 の ほ だ 場 を 見 学 し な が ら 駐 車
場 に 移 動  
 
や ま の こ 閉 校 式  
 
高 取 山 ふ れ あ い 公 園  (発 ) 
 
学 校  (着 ) 
 

作 成 日  令 和 ○ 年 ○ 月 ○ 日  作 成 者  ○ ○ 小 学 校  教 諭  ○ ○  ○ ○  

  

打合せが終わると、実施計画書を作成し、実施日の２週間前までに森林政策課（市

町教育委員会経由）および受入施設に提出してください。国立・私立小学校および県

立特別支援学校等については、直接森林政策課および受入施設に提出してください。 

校長印は、必要

ありません。 

記 入 例

引率される教職員すべての

氏名を記入してください。 

学習プログラムを記入してください。

１泊２日の場合は、１日目・２日目に

○をつけて記入してください。 
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（５）事前学習                              

①  オリエンテーション  
外部講 師を 招き、 森林 や林業 につ いての お話 を聞い たり 、ビデ オ教 材を活 用し たりし

て、「 やまの こ」 学習 に対す る興味 関心 を高 めます 。 

 

②  学習計画  
日程や 学習 プログ ラム の概要 を知 り、学 習の めあて を持 つよう にし ます。 グル ープ活

動にお ける役 割や 仕事 の分担 も確認 して おき ます。 

 

③  学習準備  
学習の しおり の作 成や 学習用 具の準 備、 安全 面での 確認等 が考 えら れます 。 

 

※事前・事後の 学習 に 必要な 物品等(講師 謝 金・消耗 品費)につい て、１学 級当た り 10,000

円を限 度に経 費助 成を します 。（市 町教 育委 員会よ り指示 があ りま す） 

▶▶▶【参照】２．事業実施の流れ参加経費の考え方(P11) 

（６）事業実施                              

※体験 プログ ラム 中や 昼食時 などの 子ど もた ちの安 全管理 に注 意し ましょ う。 

※五感 を使っ て学 習に 取り組 むよう にし まし ょう。 

※時間 の余裕 を持 って 活動し ましょ う。 慌て るとケ ガをし やす いも のです 。 

※道具 を大切 に扱 うこ とや整 理整頓 を心 がけ ましょ う。 

※急な 天候の 変化 もあ ります 。荒天 時の 学習 プログ ラムに 切り 替え る等、 臨機応 変な 対応
も必要 です。 

※実施 後１週 間以 内を 目途に 「ふり かえ りシ ート」 を各施 設へ 提出 してく ださい 。 

（７）事後学習                              

①  学習成果物の作成  
新聞に まとめ る、 作文 にまと める、 クラ フト を完成 する等 の学 習活 動を通 して、 学び

を確か なもの にす ると ともに 、やり 遂げ られ た成就 感を子 ども たち に味わ わせた いも の
です。 

 

②  学んだことの交流  
学習成 果物の 発表 や相 互評価 を通し て、 個々 の気づ きをみ んな で共 有した り、森 林に

対する 認識を 深め たり します 。 

 

※教科 等の学 習と 関連 を図る ように しま しょ う。 

※５年 生のフ ロー ティ ングス クール につ なぐ ことで 、森林 と琵 琶湖 をむす ぶ環境 学習 がで
きるで しょう 。 

子どもたちの「やまのこ」学習に対する興味関心を高めるために事前学習を行います。

事前学習としては、例えば、①オリエンテーション②学習計画③学習準備等があげられ

ます。 

やまのこ事業受入施設やその周辺の森林フィールドを使って、体験型の森林環境学習

に取り組みます。 

子どもたちの体験的な学びの効果を上げるために、事後学習を行います。事後学習と

しては、例えば、①学習成果物の作成②学んだことの交流等があげられます。 
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（８）実施報告書の提出                          

※様式 は、「 やま のこ 」事業 ホーム ペー ジよ りダウ ンロー ドす るこ とがで きます 。 

 

（別紙様式４号）  
森林環境学習「やまのこ」事業実施報告書（学校用）  

学 校 名  ○ ○ 学 校  校 長 名  ○ ○  ○ ○  

電 話  ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○  Ｆ Ａ Ｘ  ○ ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○  

実 施 日  １ ０ 月 ３ 日 （ 木 ）  

施 設 名  高 取 山 ふ れ あ い 公 園  電 話  ○ ○ ○ ○  

 
目 標  

・ 樹 木 や 草 花 の 観 察 を 通 し て 、 森 林 環 境 の 特 徴 に 気 づ く 。  
・ 林 業 体 験 を 通 し て 、 森 づ く り の 大 切 さ に 気 づ く と 共 に 林 業 へ の 理 解 を 深 め る 。  
・ 木 工 ク ラ フ ト や ほ だ 場 見 学 を 通 し て 、 森 の 恵 み を 実 感 す る 。  

事 前 学 習  
の 内 容  

・ 学 習 計 画 － 体 験 学 習 プ ロ グ ラ ム の 概 要 を 知 ら せ 、活 動 の 見 通 し を 持 た せ た 。ま た 、
個 々 に 学 習 の 目 当 て を 持 た せ た 。 （ １ 時 間 ）  

・ 学 習 準 備 － 学 習 グ ル ー プ を 編 成 し 、 グ ル ー プ 内 で の 役 割 分 担 や し お り の 作 成 を 行
っ た 。 ま た 、 学 習 用 具 の 準 備 や 安 全 面 の 指 導 を 行 っ た 。 （ ２ 時 間 ）  

「 や ま の こ 」 施 設 で の 児 童 の 活 動 の 様 子 を 振 り 返 っ て 、 児 童 の 全 体 的 な 状 況 を 次 の ４ 段 階 で 評
価 し て く だ さ い 。  

 Ａ : 達 成 で き た  Ｂ : ほ ぼ 達 成 で き た  Ｃ : あ ま り 達 成 で き な か っ た  Ｄ : 達 成 で き な か っ た   

①  児 童 は 、 森 林 環 境 学 習 に し っ か り 取 り 組 み 、 理 解 で き た か 。 … 取 組 【 A】 理 解 【 B】  

 <学 習 プ ロ グ ラ ム > 
・ 樹 木 観 察  ・ 林 業 体 験 （ 間 伐 ・ 枝 払 い ・ 玉 切 り ・ 搬 出 ）  
・ ペ レ ッ ト 製 造 見 学  ・ 木 工 ク ラ フ ト  ・ シ イ タ ケ ほ だ 場 の 見 学  

 

②  児 童 は 、 安 全 に 気 を つ け て 活 動 で き た か 。  … 【 A】  
③  児 童 は 、 周 り の 人 と 協 力 し て 活 動 で き た か 。 … 【 A】  

教 科 等 と の 関 連 は 図 れ ま し た か 。 次 の ４ 段 階 で 評 価 し て く だ さ い 。  

 Ａ ： 図 れ た  Ｂ ： ほ ぼ 図 れ た  Ｃ ： あ ま り 図 れ な か っ た  Ｄ ： 図 れ な か っ た   

教 科 等 (総 合 的 な 学 習 の 時 間 、 理 科 、 道 徳 )評 価  … 【 A】  
プ ロ グ ラ ム 内 容 ： 別 紙 の 項 目 か ら 該 当 す る 番 号 を い く つ で も 選 ん で く だ さ い 。  
１ ， ３ ， ９ ， １ ５ ， ２ ５  

事 後 学 習
の 内 容 

・ 学 習 の ま と め － 学 習 し た こ と や 森 林 環 境 に つ い て 考 え た こ と 、 感 想 な ど を 新 聞 に ま と
め た 。 （ ２ 時 間 ）  

 
事 前 事 後  
学 習 用 の  
購 入 物 品  

物  品  名  等  単  価  数  量  金  額  

ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル ム  
学 習 ま と め 用 画 用 紙  

２ ， ０ ０ ０  
２ ０  

 

２  
６ ０  

 

４ ， ０ ０ ０
１ ， ２ ０ ０

<成 果 と 課 題 > 
・好 天 に 恵 ま れ 、予 定 通 り の 学 習 を 実 施 で き た 。林 業 体 験 に つ い て は 、立 木 を 切 る 作 業 か ら 始 ま り 、製

材 機 を 使 っ て 板 材 に す る ま で 、 連 続 し た 体 験 が で き た の が よ か っ た 。  
・ 木 工 ク ラ フ ト で は 、 材 料 が 豊 富 に 準 備 さ れ て い た こ と も あ り 、 自 由 な 発 想 で 楽 し く 飾 り 付 け が で き

た 。 森 林 の 恵 み を 味 わ う こ と が で き た 。  
・「 ペ レ ッ ト 製 造 の 見 学 」「 チ ェ ー ン ソ ー ア ー ト 」等 、盛 り だ く さ ん の 内 容 で 、子 ど も た ち の 森 林 に 対

す る 興 味 や 関 心 は 高 ま っ た が 、 や や 時 間 不 足 で あ っ た 。  

作 成 日  令 和 ○ 年 ○ 月 ○ 日  作 成 者  ○ ○ 小 学 校  教 諭  ○ ○  ○ ○  

※学習の様子が分かる写真および学習成果物のコピーを添付してください。 

事後学習終了後、速やかに森林政策課（市町教育委員会経由）および受入施設に提出

してください。国立・私立小学校および県立特別支援学校等については、直接森林政策

課および受入施設に提出してください。 

記 入 例

校長印は、必要

ありません。 

時間数を記入 

施設で実施した学習

プログラムを記入し

て下さい 

教科名を記入 

時間数を記入 
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（参考）森林環境学習「やまのこ」事業の参加経費の考え方          

 
①  県補助上限額について（移動経費および事前事後学習経費）  

・宿泊 の学校 ：参 加学 級数に ９万円 を乗 じた 金額 

・日帰 りの学 校： 参加 学級数 に７万 円を 乗じ た金額 

・次の(ア)～(エ)をす べて満 たす学 校： 参加 学級数 に１０ 万円 を乗 じた金 額 

（ア） 「森林 公園 くつ きの森 」で活 動を 実施 する。 

（イ） 西部・ 南部 森林 整備事 務所ま たは 甲賀 森林整 備事務 所管 内の 学校で ある。 

（ウ） 学校が 所在 する 市町に やまの こ受 入施 設が無 い。 

（エ） 日帰り での 実施 である 。 

学校か ら受入 施設 まで の移動 に必要 なバ ス等 の経費 に対し て助 成し ます。 なお、 市町
内の学 校間で の経 費の 流用が 可能で す。 

 

事前事 後の学 習に 要す る外部 講師費 およ び教 材費等 の経費 に対 して １学級 あたり １万
円を上 限とし て助 成し ます。 なお、 学校 間で の流用 はでき ませ ん。 

 

助成対象とするもの 

○外部 講師費 ：外 部講 師（指 導林家 、青 年林 業士、 普及指 導協 力員 、林業 研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ
会員、 地域林 業指 導者 、森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾘｰﾀﾞｰ、 樹木医 、森林 ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ）
に対す る講師 謝金（標 準額：半日５ 千円/回 ）。なお 、こ れらの 者 以外
に講師 を依頼 する とき は、事 前に森 林政 策課 と協議 してく ださ い。 

○地域 協力者 謝金 ：謝 金標準 額は２ 千円/回 としま す。 

○教材 費：「 やま のこ 」事業 の事前 事後 学習 に必要 な消耗 品 

（例） 学習に 使用 する 冊子、 まとめ に必 要な 模造紙 や画用 紙/写 真 専用紙 等の紙 類、
プリン ター用 イン ク、 簡単な 実験観 察や 工作 用具、 図書や 教材 ビデ オなど 

 

助成対象としないもの 

○汎用 性の高 い物 、備 品扱い の物 

（例） 電動ド リル 、デ ジカメ 、ラミ ネー ター 、プリ ンター など 

○「や まのこ 」事 業の 事前事 後学習 に直 接必 要とし ない物 、飲 食物 

（例） 懐中電 灯、 電池 、ロー ソク、 せっ けん 、お茶 など 

○受入 施設で 当日 の学 習活動 にのみ 使用 する 物品 

 

 

 

※その 他不明 な点 は、 森林政 策課と 協議 して くださ い。 

移動経費 

事前事後学習経費 



 

12 

 

滋賀県森林環境学習「やまのこ」事業実施要領  
（平成 19 年（2007 年）4 月 2 日  伺定） 
（平成 23 年（2011 年）4 月 1 日一部改正） 
（平成 25 年（2013 年）4 月 1 日一部改正） 
（平成 31 年（2019 年）4 月 1 日一部改正） 

 
第１ 趣旨  

次 代 を 担 う 子 ど も た ち が 、 森 林 へ の 理 解 と 関
心 を 深 め る と と も に 、 人 と 豊 か に か か わ る 力 を
育 む た め 、 学 校 教 育 の 一 環 と し て 、 森 林 環 境 学
習 施 設 お よ び そ の 周 辺 森 林 で 体 験 型 の 学 習 を 実
施 す る も の と す る 。  

こ の 要 領 は 、 森 林 環 境 学 習 「 や ま の こ 」 事 業
を 実 施 す る た め に 必 要 な 事 項 を 定 め る 。  
 

第２ 事業内容  
１ 対象学年 

小 学 校 ４ 年 生  
２ 参加日程  

１ 泊 ２ 日 ま た は １ 日 （ 終 日 ） と す る 。  
３ 学校での位置づけ  

事 業 を 環 境 教 育 の 一 環 と し て 、教 育 課 程
に 位 置 づ け る 。 実 施 す る 受 入 施 設 や 時 期 ・
時 間 数 は 、 学 校 が 決 定 す る 。  

４ 学習の内容  
(1) 森 林 に 入 り 木 や 草 花 な ど に ふ れ 、 森 林

に 興 味 を も っ た り 、親 し み を も っ た り す
る 学 習  

(2) 森 林 で の 体 験 を と お し て 、 森 林 の 働 き
や 重 要 性 に つ い て 理 解 を 深 め る 学 習  

(3) 森 林 の 中 の 危 険 性 に 気 づ き 、 回 避 す る
力 を 身 に つ け る 学 習  

(4) 集 団 で 楽 し く 体 験 学 習 を す る こ と で 、
ル ー ル を 守 る こ と 、 優 し さ や 思 い や り 、
協 力 し あ う 心 を は ぐ く む 学 習  

(5 )  (1)か ら (4)ま で の 学 習 の 効 果 を 高 め る
た め の 事 前 事 後 学 習  

 

第３ 受入施設の体制整備  
１  受入施設は、県が指定する森林環境

学習施設とする。  
２ 受入施設の管理者は、施設に専任指

導員を配置するとともに受入体制を整
備し、森林環境学習のプログラムを実
施する。  

３ 専任指導員の業務内容   
(1) 学 校 と 共 同 し た 森 林 環 境 学 習 の 指 導  
(2) 学 校 が 作 成 す る 事 業 実 施 計 画 の 立 案 支

援  
(3) 学 習 内 容 の 開 発 、 改 良  
(4) 森 林 環 境 学 習 の 企 画 実 施  
(5) 他 の や ま の こ 受 入 施 設 で の 地 域 サ ポ ー

タ ー 業 務  

４ 受入体制の整備  
(1) 地 域 サ ポ ー タ ー 体 制 の 確 保  
(2) 外 部 講 師 の 確 保  
(3) 事 業 に 必 要 な 活 動 資 器 材 整 備  
(4) 活 動 フ ィ ー ル ド の 簡 易 な 施 設 整 備  

第４ 事業主体  
事 業 主 体 は 滋 賀 県 、 市 町 、 学 校 法 人 ま た は 国

立 大 学 法 人 と す る 。  
 

第５ 助成措置  
県 は 、 市 町 、 学 校 法 人 お よ び 国 立 大 学 法 人 が

事 業 を 実 施 す る に あ た り 、 そ の 必 要 な 経 費 に つ
い て 予 算 の 範 囲 内 で 助 成 す る も の と し 、 そ の 助
成 に つ い て は 、 滋 賀 県 補 助 金 等 交 付 規 則 （ 昭 和
４ ８ 年 滋 賀 県 規 則 第 ９ 号 。以 下「 規 則 」と い う 。）
お よ び 滋 賀 県 森 林・林 業 関 係 補 助 金 交 付 要 綱（ 昭
和 ６ １ 年 １ １ 月 ２ ０ 日 伺 定 。 以 下 「 要 綱 」 と い
う 。 ） に 基 づ く も の と す る 。  
 

第６ 補助対象経費  
１ 学校に対する助成  

移動経費および事前事後学習経費  
・学 校 が 事 業 に 参 加 す る た め の 受 入 施 設 の

移 動 に 要 す る 経 費  
・学 校 が 事 前 事 後 の 学 習 に 要 す る 外 部 講 師

費 お よ び 教 材 費  

２ 受入施設に対する助成  
専任指導員の設置経費  

施 設 に 専 任 指 導 員 を 設 置 す る た め の
報 酬 ま た は 賃 金 、 通 勤 費 お よ び 共 済 費  

活動費・安全確保費 
参 加 児 童 が 学 習 す る た め の 教 材 費 、傷

害 保 険 費 お よ び 安 全 確 保 の た め の 消 耗
品 に 関 す る 経 費  

事務経費  
事 業 実 施 す る た め に 必 要 な 、旅 費 、使

用 料 、 賃 借 料 、 印 刷 製 本 費 、 消 耗 品 費 、
そ の 他 事 務 雑 費  

学習施設活動資機材整備費 
事 業 を 実 施 す る た め の 学 習 フ ィ ー ル

ド の 軽 易 な 施 設 整 備 費 な ら び に 資 機 材
費  

地域サポーター経費  
事 業 を 実 施 す る た め に 必 要 な 地 域

サ ポ ー タ ー の 報 償 費 お よ び 旅 費  
 

第７ その他  
事業の実施に関し必要な事項は、この要領に

定めるもののほか、知事が別に定めることとす

る。  
 

付 則  
こ の 要 領 は 、 平 成 19 年 ４ 月 ２ 日 か ら 施 行 す る 。 
こ の 要 領 は 、 平 成 23 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 
こ の 要 領 は 、 平 成 25 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 
こ の 要 領 は 、 平 成 31 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る
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３ 事業実施施設の概要  
森林環境学習「やまのこ」事業受入施設情報 

※令和５年１月現在の情報です。詳しくは HP 等でご確認ください。  

施 設 の名 称  大津市立葛川少年自然の家  

施 設 設 置 者  大 津 市  

開 設 年 月  昭 和 ６２年 ６月  

施 設 管 理 者  大 津 市 教 育 委 員 会  

施 設 の場 所  大 津 市 葛 川 坊 村 町 ２４３番 地  

管 理 運 営 職 員  常 勤 職 員 ５名 、会 計 年 度 任 用 職 員 ２名 、やまのこ事 業 専 任 指 導 員 ２名  

主 要 施 設  

敷 地 面 積 ３１，０１４．７４㎡ 

登 山 ・ハイキングコース１０コース（現 在 ハイキング等 はしていません） 

管 理 棟 (事 務 所 、食 堂 、プレイルーム、ホール、研 修 室 、乾 燥 室 ) 

宿 泊 棟 (１０人 用 ２０室 、指 導 者 用 ３室 )、実 習 棟 、野 外 炊 事 棟  

交 流 広 場 、つどいの広 場 、ファイア場 、葛 川 かや葺 きの家  

最 大 受 入 人 数  １７５人  宿 泊  ○ 日 帰 り ○ 

森 林 環 境 学 習  

モデルプログラム 

プログラム 標 準 所 要 時 間  参 加 人 数  

町 居 ウォークラリー ９０～１８０分  制 限 なし 

ウォータービンゴ（水 生 昆 虫 採 集 など） ６０～９０分  １００名  

スノーシュートレッキング(雪 山 森 林 観 察 ) １２０分  ５０名  

焼 杉 、箸 作 り、スプーン作 り、草 木 染 等  ６０～１８０分  １００名  

火 打 ち鎌 で火 起 こし体 験  ６０～１２０分  １００名  

森 の恵 みを使 った野 外 炊 事  ２４０分  １５０名  

空 き缶 で飯 ごう炊 飯 ・カレー作 り １８０分  １５０名  

やまのこ必 要 経 費  

使 用 料  市 内 ５００円 、市 外 １,０００円 (条 例 ・規 則 により減 免 有 ) 

宿 泊 経 費  ２００円 (寝 具 使 用 料 ) 

駐 車 場 代  無 料  

食 事 代  
朝 食 /４５０円 、昼 食 /４９０円 、夕 食 /７２０円  

野 外 食 /４９０円 （別 途 薪 代 必 要 ） 

受 入 照 会 先  
大 津 市 立 葛 川 少 年 自 然 の家  

TEL077-599-2102 FAX077-599-8003 

アクセス・駐 車 場  

○路 線 バス無 し 

○自 動 車 (琵 琶 湖 大 橋 （堅 田 ）から R477 から R367 を経 て約 30 分 、名 神 京 都 東 ＩＣから湖

西 バイパス真 野 ＩＣを降 り、R477 から R367 を経 て約 45 分 ) 

定 休 日  
月 曜 日 、国 民 の祝 日 （ただし、土 ・日 ・月 曜 日 に当 たるときは開 所 日 とし、その直 後 の火 曜 日

を休 所 日 とする。）、年 末 年 始 休  

ホームページ (大 津 市 役 所 ホームページ)http://www.city .otsu .shiga. jp/ 

その他 参 考 事 項  

○大 津 市 教 育 委 員 会 では、現 在 、大 津 市 立 の小 学 校 ４年 生 及 び中 学 校 １年 生 を対 象 に

「ふるさと体 験 学 習 」事 業 を実 施 しており、大 津 市 立 小 学 校 ４年 生 については、本 事 業 の中

に、森 林 環 境 学 習 「やまのこ」事 業 を位 置 づけて実 施 します。 

○１ヶ月 前 までに下 見 を兼 ねた打 合 せに来 所 していただきます。 

○２週 間 前 までにクラフト等 の注 文 が必 要 です。 
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森林環境学習「やまのこ」事業受入施設情報 
※令和５年１月現在の情報です。詳しくは HP 等でご確認ください。  

施 設 の名 称  森の未来館（栗東市立自然体験学習センター）  
施 設 設 置 者  栗 東 市  

開 設 年 月  平 成 ４年 設 置 ※平 成 ２０年 ５月 リニューアルオープン 

施 設 管 理 者  栗 東 市  / （指 定 管 理 者 ）株 式 会 社 フォレストアドベンチャー 

施 設 の場 所  栗 東 市 観 音 寺 ４５９番 地 ２０ 

管 理 運 営 職 員  専 任 指 導 員 ２名  

主 要 施 設  
宿 泊 施 設 （８人 部 屋 ）×８室 ・（７人 部 屋 ）×４室 ・（４人 部 屋 ）×２室 、大 研 修 室 （１室 ）、小

研 修 室 （１室 ）、応 接 室 （１室 ）、ホール（レストラン）、浴 室 （男 女 別 ）、コインランドリー等  

最 大 受 入 人 数  約 １４０名  宿 泊  ○ 日 帰 り ○ 

森 林 環 境 学 習  

モデルプログラム 

プログラム 標 準 所 要 時 間  参 加 人 数  

（１）  開 閉 校 式 等 ☞各 学 校 で進 行  

（学 校 代 表 や児 童 のあいさつ等 ） 
10～15 分  全 員 一 斉  

（２）森 のレクチャー☞「森 林 のはたらき」等 のお話  20 分  全 員 一 斉  

（３）  森 林 散 策 ☞Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄコース 

（班 ごとにサポーターと散 策 ） 
60～120 分  各 班 8～10 名  

（４）丸 太 切 り☞輪 切 り・皮 むき・年 輪 数 え等  60～90 分  40～60 名  

（５）焼 杉 キーラックづくり☞10 種 類 の型 から選 択  60～90 分  40～60 名  

（６）ﾌｫﾚｽﾄｱﾄﾞﾍﾞﾝﾁｬｰ☞「ｷｬﾉﾋﾟｰｺｰｽ」を体 験  60～80 分  20～30 名  

（７）間 伐 体 験  

☞班 ごとに間 伐 ・枝 払 い・玉 切 り・輪 切 り・皮 むき 
4～5 時 間  全 員 一 斉  

（８）ナイトウォーク、星 の観 察 、早 朝 の散 歩 等  

☞各 校 での企 画  
60 分  全 員 一 斉  

※（3）～（6）は、基 本 メニューでローテーション方 式 です。その他 メニュー多 数 、相 談 に応 じます。  

やまのこ必 要 経 費  

入 館 料  小 人 １人 ￥１００/大 人 １人 ￥２００ 

宿 泊 経 費  

 （平 日 ・休 日 ） （休 前 日 ） 

和 室 <定 員 ８名 >１室  ￥21,400 ￥25,700 

和 室 <定 員 ７名 >１室  ￥18,700 ￥22,500 

和 室 <定 員 ４名 >１室  ￥10,700 ￥12,800 

※定 員 超 過 の場 合 、超 過 料 は大 人 １人 ￥2,200、子 供 １人 ￥1,100 とする。 
※市 内 に所 在 する小 学 校 が教 育 課 程 の一 環 として一 学 年 を単 位 として使 用 す

る場 合 における児 童 は、１人 １泊 につき￥1,000 とする。 
※県 内 に所 在 する小 学 校 が教 育 課 程 の一 環 として一 学 年 を単 位 として使 用 す

る場 合 における児 童 は、１人 １泊 につき￥1,500 とする。 

研 修 室  

使 用 料  

大 研 修 室 １時 間 ￥1,500、小 研 修 室 １時 間 ￥500。  

※県 内 に所 在 する小 学 校 が教 育 課 程 の一 環 として一 学 年 を単 位 として宿 泊 を
伴 い使 用 する場 合 は、無 料 とする。 

※冷 暖 房 設 備 を使 用 した場 合 は冷 暖 房 料 として５割 を加 算 した額 とする。 

駐 車 場 代  無 料  

食 事 代  （例 ）：１人 当 たり 3 食 1,950 円 〜 

受 入 照 会 先  
栗 東 市 役 所 農 林 課  （ＴＥＬ）０７７‐５５１‐０１２５（ＦＡＸ）０７７‐５５１‐０１４８ 

森 の未 来 館  （ＴＥＬ）０７７‐５５８‐３７９７ 

アクセス・駐 車 場  
ＪＲ草 津 ・ＪＲ栗 東 よりタクシーで約 ３０分 。名 神 栗 東 インターより約 ２０分 。 

駐 車 場 あり（無 料 ）、大 型 バス４台 （隣 接 地 の駐 車 場 ） 

定 休 日  毎 週 水 曜 日 （祝 日 と重 なる時 はその翌 日 ）。年 末 年 始 （１２／２９～１／４） 

ホームページ http://www.city .ri tto. lg . jp/shisetsu/5002.html 

その他 参 考 事 項  

○合 言 葉 ：「や」まの魅 力 を「ま」んきつし「の」んびりのびのび「こ」ころと五 感 で学 ぼう！ 

○森 林 散 策 では、Ａ～Ｄコースを各 班 のサポーターと一 緒 に散 策 に出 掛 け、クイズを解 きながら

自 然 観 察 を行 います。 

○宿 泊 （１泊 ２日 ）と日 帰 りの計 画 がありますが、森 林 の夜 を友 達 と一 緒 に過 ごす宿 泊 、早 朝

の散 歩 には、とても魅 力 があります。宿 泊 での実 施 をお勧 めします。 

○間 伐 体 験 での「間 伐 や枝 払 い・玉 切 り・輪 切 り・皮 むき等 は、とても貴 重 な体 験 となります。 

○焼 杉 キーラックづくりでは、10 種 類 の型 から子 ども一 人 ひとりが選 択 し製 作 します。 

○澄 みきった夜 空 での「星 の観 察 」や「早 朝 の散 歩 」等 を、ぜひ体 験 してみてください。 
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森林環境学習「やまのこ」事業受入施設情報 
※令和５年１月現在の情報です。詳しくは HP 等でご確認ください。  

施 設 の名 称  みなくち子どもの森  
施 設 設 置 者  甲 賀 市  

開 設 年 月  平 成 13 年 7 月 28 日  

施 設 管 理 者  甲 賀 市  

施 設 の場 所  甲 賀 市 水 口 町 北 内 貴 10 

管 理 運 営 職 員  ８人 （うち、やまのこ事 業 専 任 指 導 員 2 人 ） 

主 要 施 設  

敷 地 面 積 34ha 

自 然 観 察 路 約 3km、昆 虫 広 場 ・森 の広 場  

自 然 館 （生 き物 など自 然 に関 する展 示 、講 習 室 ＜42 人 ＞、会 議 室 ＜8 人 ＞） 

屋 外 トイレ 2 箇 所 、駐 車 場 50 台 、大 型 バス 4 台 程 度 駐 車 可  

最 大 受 入 人 数  ８０人  宿 泊  × 日 帰 り ○ 

森 林 環 境 学 習  

モデルプログラム 

プログラム 標 準 所 要 時 間  参 加 人 数  

森 を歩 いて樹 木 等 観 察 （職 員 の案 内 やクイズラリー） 60～90 分  80 人  

ヒノキ林 での活 動 (ヒノキの伐 倒 見 学 ・皮 むき体 験 等 ) 60 分  40 人  

丸 太 切 り体 験 ・やすりがけ体 験  60 分  40 人  

自 然 館 展 示 見 学 (ワークシートの準 備 有 り） 60 分  40 人  

保 水 実 験 ／紙 すき体 験  各 60 分  40 人  

木 や竹 を使 った工 作  90～120 分  40 人  

やまのこ必 要 経 費  

入 園 料  やまのこ事 業 では免 除  

宿 泊 経 費  － 

駐 車 場 代  無 料  

食 事 代  － 

受 入 照 会 先  みなくち子 どもの森  

電 話 ：0748-63-6712 

FAX：0748-63-0466 

メール:koka30104600@city.koka. lg . jp 

アクセス・駐 車 場  
「貴 生 川 駅 」から「甲 賀 市 コミュニティバス」で 6 分  

甲 賀 市 役 所 から自 動 車 で 5 分 （R307 水 口 大 橋 南 詰 交 差 点 を東 へすぐ） 

定 休 日  月 曜 日 （祝 日 を除 く）、祝 日 の翌 日 （土 日 を除 く）、年 末 年 始  

ホームページ http://www.city .koka.lg . jp/kodomonomori  

その他 参 考 事 項  

●みなくち子 どもの森 の特 徴  

※敷 地 内 は丘 陵 地 の里 山 です。歩 いて疲 れない程 度 に起 伏 に富 んでいます。 

※ヒノキの人 工 林 、コナラなどの雑 木 林 、夏 でも水 が枯 れない湿 地 、いきものいっぱいの広 場 な

ど、多 様 な森 の様 子 を観 察 できます。 

※野 外 だけではなく、自 然 館 の展 示 見 学 もできます。 

 

●定 員 について 

80 人 を上 回 る場 合 は、1～2 学 級 ごとに、数 日 に分 けてのご利 用 をお願 いします。  

森林環境学習「やまのこ」事業受入施設情報 



 

16 

 

※令和５年１月現在の情報です。詳しくは HP 等でご確認ください。  

施 設 の名 称  河辺いきものの森  
施 設 設 置 者  東 近 江 市  

開 設 年 月  平 成 14 年 3 月  

施 設 管 理 者  東 近 江 市  / （事 業 受 託 者 ）NPO 法 人 遊 林 会  

施 設 の場 所  東 近 江 市 建 部 北 町 531 

管 理 運 営 職 員  市 職 員 3 人 、遊 林 会 常 勤 指 導 員 5 人 (やまのこ専 任 指 導 員 2 人 ) 

主 要 施 設  

敷 地 面 積 15ha 自 然 観 察 路 約 3km 

ネイチャーセンター、作 業 小 屋 、林 冠 トレイル、シェルター、自 然 観 察 施 設 ぽぽはうす、 

屋 外 トイレ（車 いす対 応 ）、駐 車 場 （40 台 ） 

最 大 受 入 人 数  ８０人  宿 泊  × 日 帰 り ○ 

森 林 環 境 学 習  

モデルプログラム 

プログラム 標 準 所 要 時 間  参 加 人 数  

森 のいきものの話 や注 意  30 分  150 人  

森 のクイズラリー 60 分  80 人  

森 の自 然 を活 かしたゲーム 60 分  80 人  

木 や竹 を使 ったクラフト 120 分  80 人  

※プログラムは一 例 です。学 校 に合 わせた内 容 を打 ち合 わせで提 案 します。 

やまのこ必 要 経 費  

入 園 料  無 料  

宿 泊 経 費  - 

駐 車 場 代  無 料  

食 事 代  - 

受 入 照 会 先  
河 辺 いきものの森 （東 近 江 市 八 日 市 いきものふれあいの里 ） 

TEL0748-20-5211 

アクセス・駐 車 場  

・近 江 鉄 道 「河 辺 の森 駅 」下 車 徒 歩 15 分  

・近 江 鉄 道 「八 日 市 駅 」から、ちょこっとバス「滋 賀 学 園 高 校 前 」下 車 すぐ 

・名 神 高 速 八 日 市 IC から自 動 車 で 15 分 （大 型 バス駐 車 可 ） 

定 休 日 (休 館 日 ) 月 曜 日 、祝 日 の翌 日 、年 末 年 始 (休 館 日 でも森 の散 策 は可 ) 

ホームページ 遊 林 会 http://www.yurinkai .org/ 

その他 参 考 事 項  

この森 の一 番 の魅 力 は森 （里 山 ）そのものです。森 には多 くの魅 力 がある反 面 、スズメバチなど

の危 険 な生 き物 もいます。ナイフを使 うプログラムなども行 いますが、危 険 を学 び、危 険 との付 き

合 い方 を知 ることも大 きな目 的 の一 つと考 えています。また、プログラムは児 童 がより能 動 的 に活

動 できるようサポートしています。そのためには、1 日 2 クラスまででの参 加 をおすすめしています。 

この森 は、15ha の平 地 です。走 り回 ってクイズラリーを楽 しんだり、車 いすの子 どもと一 緒 にプロ

グラムを楽 しむこともできます。 

なお、10・11 月 の 2 ヶ月 は幼 児 から小 学 校 低 学 年 を対 象 にドングリを使 ったプログラムを実

施 することを優 先 していますので、この期 間 においては 4 年 生 を対 象 とした「やまのこ」事 業 を控 え

ていただきますようお願 いいたします。 

2009 年 に「植 物 モリモリ図 鑑 」を発 行 、希 望 される場 合 は活 動 で利 用 しています。 
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森林環境学習「やまのこ」事業受入施設情報 
※令和５年１月現在の情報です。詳しくは HP 等でご確認ください。  

施 設 の名 称  彦根市荒神山自然の家  
施 設 設 置 者  彦 根 市  

開 設 年 月  滋 賀 県 開 設 ：昭 和 51 年 ４月 １日  （平 成 23 年 ４月 １日  滋 賀 県 から彦 根 市 へ移 管 ） 

施 設 管 理 者  彦 根 市  / （指 定 管 理 者 ）髙 木 ・技 研 特 別 共 同 体  

施 設 の場 所  彦 根 市 日 夏 町 宮 前 ４７９４番 地 １ 

管 理 運 営 職 員  常 勤 職 員 ８名 （うち、やまのこ専 任 指 導 員 ２名 ） 

主 要 施 設  

敷 地 面 積 １９，３２９㎡  

宿 泊 室 【洋 室 （１４名 定 員 ）８室 、洋 室 （６名 定 員 ）２室 、和 室 （１２名 定 員 ）３室 、 

和 室 （６名 定 員 ）１室 、リーダー室 （６名 定 員 ）１室 】、 

集 会 室 、学 習 室 、食 堂 、医 務 室 、クラフト棟 、艇 庫 ・研 修 棟 、キャンプ場 、営 火 場  

ウォークラリーコース（５コース）、リバーボート２０艇 （８名 乗 り）、ナイトハイクコース等  

最 大 受 入 人 数  １６６人  宿 泊  ○ 日 帰 り ○ 

森 林 環 境 学 習  

モデルプログラム 

(ローテーション方 式

で１回 当 たりの時 間

参 加 人 数 とする。）  

プログラム 標 準 所 要 時 間  参 加 人 数  

荒 神 山 やまのこウォークラリー（荒 神 山 自 然 観 察 ） １８０分  １６０名 程 度  

ラリークエスチョンズ（樹 木 地 域 観 察 ） １２０分  １６０名 程 度  

リバーボート（森 の恵 み宇 曽 川 観 察 ） １８０分  １６０名 程 度  

焼 き杉 クラフト（間 伐 材 を利 用 した創 作 活 動 ） １８０分  １６０名 程 度  

やまのこ必 要 経 費  

使 用 料  

○宿 泊 室 使 用 の場 合 （１人 当 たり）・・・児 童 1,040 円 、引 率 者 2,060 円  

（市 内 の小 学 校 は、児 童 、引 率 者 ともそれぞれの半 額 ） 

※ただし、市 内 、市 外 いずれの場 合 も、各 施 設 使 用 料 、リバーボート使 用

料 は無 料 です。 

○日 帰 り使 用 の場 合   

 午 前 (9～12 時 ) 午 後 (13～17 時 ) 夜 間 (18～21 時 ) 

集 会 室  ３，２４０円  ４，３４０円  ３，２４０円  

学 習 室  １，６００円  ２，１６０円  １，６００円  

研 修 棟  ２，０２０円  ２，７００円  ２，０２０円  

クラフト棟  ２，４４０円  ３，２６０円  ２，４４０円  

※市 内 の小 学 校 は、それぞれの半 額 です。 

※リバーボートは、１人 ２６０円 （市 内 の学 校 は半 額 ）です。 

※障 がい者 等 に対 する使 用 料 の減 免 制 度 有 り。 

注 ）実 費 （薪 代 、クラフト材 料 代 等 ）は、必 要 です。 

宿 泊 経 費  （リネン代 ）２５０円 ／人  

駐 車 場 代  無 料  

食 事 代 (標 準 ) 朝 食 ４６０円 ／人 、昼 食 ５９０円 ／人 、夕 食 ７００円 ／人  

受 入 照 会 先  
彦 根 市 荒 神 山 少 年 自 然 の家  

TEL：０７４９（２８）１８７１、FAX：０７４９（２８）１８７２ 

アクセス・駐 車 場  

・公 共 交 通 機 関 JR 河 瀬 駅 下 車 徒 歩 約 ４０分 タクシー約 １０分  

・自 動 車 ・バス湖 周 道 路 「須 三 嶺 大 橋 」信 号 より約 ４分  

・大 型 バスは隣 接 する「彦 根 市 子 どもセンター」バスロータリーに駐 車 可  

・駐 車 場 自 家 用 車 は１団 体 につき５台 まで駐 車 可  

定 休 日  月 曜 日 (ただし月 曜 日 が祝 日 の場 合 は開 館 ）１２月 ２９日 ～１月 ３日  

ホームページ http://www.kojinyama-house.com 

その他 参 考 事 項  

・利 用 日 の１ヶ月 前 までに当 所 にて学 校 ・団 体 の代 表 者 と職 員 との打 合 せが必 要  

（ただし１学 期 に利 用 の学 校 については、４月 下 旬 、２学 期 の利 用 の学 校 については、８月

上 旬 の「やまのこ合 同 打 合 せ会 」にて打 合 せを行 う。） 

・利 用 日 ２週 間 前 までに必 要 書 類 の提 出 （活 動 プログラム、食 事 申 込 書 等 ）  

・荒 神 山 やまのこウォークラリーやラリークエスチョンズについては、安 全 面 からも事 前 踏 査 が必 要  

  



 

18 

 

森林環境学習「やまのこ」事業受入施設情報 
※令和５年１月現在の情報です。詳しくは HP 等でご確認ください。  

施 設 の名 称  高取山ふれあい公園  
施 設 設 置 者  多 賀 町  

開 設 年 月  平 成 ７年 ４月  

施 設 管 理 者  多 賀 町  / （指 定 管 理 者 ）大 滝 山 林 組 合  

施 設 の場 所  多 賀 町 藤 瀬 1090 

管 理 運 営 職 員  大 滝 山 林 組 合 職 員 ４名 、やまのこ専 任 指 導 員 ２名 、常 勤 職 員 ３名 ほか 

主 要 施 設  

敷 地 面 積 86ha 

◇遊 歩 道 （散 策 道 ） 総 延 長 約 ６km 

◇交 流 センター（80 人 ） ◇共 同 炊 事 場 、森 のドーム、芝 広 場 、人 工 ゲレンデほか 

◇宿 泊 施 設  ・バンガロー4～6 人 用 4 棟 、6～8 人 用 4 棟 、10～15 人 用 1 棟  

・高 取 ハウス(約 20 名 ）・山 の家 (約 20 名 ) 

◇その他 施 設  木 工 芸 体 験 施 設 、炭 窯 2 基 、自 然 エネルギー施 設 、椎 茸 ほだ場  ほか 

最 大 受 入 人 数  １００人  宿 泊  ○ 日 帰 り ○ 

森 林 環 境 学 習  

モデルプログラム  

プログラム 標 準 所 要 時 間  参 加 人 数  

①開 校 式 （挨 拶 、講 師 紹 介 や諸 注 意 ） １０分  全 体  

②森 林 ウォーク（樹 木 や山 野 草 の観 察 ）  ３０分  １００人  

③森 林 レクチャー（「森 のはたらき」や「木 」のお話 ） 
３０分  ４０人  

④山 の仕 事 見 学 ・体 験 （枝 打 ちや間 伐 作 業 の見 学 や体 験 ） 

⑤丸 太 切 り体 験 （のこぎりを使 って丸 太 を切 る体 験 ） ３０分  ４０人  

⑥製 材 体 験 （木 材 の利 用 方 法 やその加 工 について学 習 ） 
２０分  ４０人  

⑦木 くずリサイクル学 習 （木 質 ペレット製 造 を通 して循 環 利 用 の学 習 ）  

⑧木 工 クラフト（様 々な木 々と触 れ合 いながらオリジナル作 品 制 作 ）  ７０分  １００人  

⑨記 念 植 樹 （「伐 ったら植 える」で森 林 保 全 と経 年 観 察 学 習 ）  １５分  代 表 者  

⑩閉 校 式 （一 日 の総 括 ）  ５分  全 体  

※上 記 プログラムは、日 帰 りメニューでローテーション方 式 です。宿 泊 やその他 メニュー多 数 、応 相 談 。  

やまのこ必 要 経 費  

入 園 料  やまのこ学 習 は免 除  

宿 泊 経 費  
山 の家 、高 取 ハウス 1,000 円 ／人  

バンガロー       1 ,500 円 ／人 ～ 

駐 車 場 代  無 料  

食 事 代  朝 ・昼 ・夕  各 食 350 円 ～ ※応 相 談  

受 入 照 会 先  
高 取 山 ふれあい公 園  

電 話 ：0749-49-0635  Fax：0749-49-0637 

アクセス・駐 車 場  
名 神 彦 根 I.C より車 で２５分 、八 日 市 I.C より車 で３５分 、多 賀 町 役 場 より車 で１５分  

乗 用 車 約 ８０台 、大 型 ２～３台 程 度 駐 車 可 能  

定 休 日  年 末 年 始 （１２月 ２９日 ～１月 ３日 ） 

ホームページ http://www.tagatown. jp/takatori/  

その他 参 考 事 項  

☆森 林 が持 つ「はたらき」や「すばらしさ」を、楽 しい体 験 やお話 で学 べるメニュー満 載 です。また、

山 の木 々がどのように身 の回 りに利 用 されていくのか？などや、森 と川 とびわ湖 の繋 がりの学 習

も行 っています。 

☆学 校 での事 前 ・事 後 学 習 も行 っておりますのでお気 軽 にご相 談 ください。 

◇プログラム内 容 については、経 験 豊 富 なやまのこ指 導 員 とご相 談 ください。 

◇ゆったりと充 実 し心 に残 る「やまのこ学 習 」を体 験 いただくには、1 泊 2 日 コースをお勧 めします。 
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森林環境学習「やまのこ」事業受入施設情報 
※令和５年１月現在の情報です。詳しくは HP 等でご確認ください。  

施 設 の名 称  滝と渓流の高山キャンプ場  
施 設 設 置 者  長 浜 市  

開 設 年 月  平 成 11 年 ４月  

施 設 管 理 者  長 浜 市  / （指 定 管 理 者 ）株 式 会 社 ロハス長 浜  

施 設 の場 所  長 浜 市 高 山 町 2324 

管 理 運 営 職 員  常 勤 職 員 ２人 、宿 直 者 １人 、やまのこ専 任 指 導 員  2 名  

主 要 施 設  

●宿 泊 施 設 ：ﾊﾞﾝｶﾞﾛｰ(4～6 人 用 )4 棟 ・(8～12 人 用 )4 棟 、ﾃﾝﾄｻｲﾄ 28 区 画  

※ﾊﾞﾝｶﾞﾛｰの装 備 ：寝 具 風 呂 、洗 面 所 、水 洗 ﾄｲﾚ､ﾐﾆｷｯﾁﾝ、冷 蔵 庫 、ｴｱｺﾝ 

●森 林 環 境 学 習 施 設 、炊 事 棟 2 棟 、トイレ 2 棟 、芝 生 広 場 、シャワー棟  

●渓 流 探 検 コース（約 800ｍ） 

●炭 焼 き小 屋  

最 大 受 入 人 数  宿 泊 （72 人 、引 率 者 込 み） 〇 日 帰 り（80 人 ） 〇 

森 林 環 境 学 習  

ﾓﾃﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

プログラム 標 準 所 要 時 間  参 加 人 数  

1 森 に親 しむ 
もりもり探 検  (渓 流 探 検 ) 120 分  40 人  

川 の生 き物 しらべ 120 分  40 人  

2 森 づくり 
間 伐 体 験  120 分  40 人  

木 登 り・丸 太 切 り体 験  120 分  40 人  

3 森 の恵 み 

木 工 ｸﾗﾌﾄ 120 分  40 人  

火 おこし体 験 ①（山 のお茶 作 り） 120 分  40 人  

火 おこし体 験 ②（花 炭 作 り） 120 分  40 人  

4 森 のﾚｸﾁｬｰ 

山 仕 事 のプロに学 ぶ 10 分  40 人  

地 域 のお年 寄 りに学 ぶ 10 分  40 人  

森 の働 き実 験  10 分  40 人  

やまのこ必 要 経 費  

入 場 料  300 円 ／人 （日 帰 りコースのみ必 要 ） 

宿 泊 経 費  2,000 円 ／人 (バンガローでの宿 泊 ) 

食 事 代  
1,600 円 ／夕 食 ・朝 食 ・昼 食  

※食 事 代 の価 格 については今 後 変 更 する場 合 があります。 

受 入 照 会 先  
滝 と渓 流 の高 山 キャンプ場  

電 話 ：0749-76-0076 ／ FAX：0749-76-0176 

アクセス 

・駐 車 場  

●ＪＲ長 浜 駅 から車 で 60 分  

●北 陸 自 動 車 道 長 浜 ＩＣから車 で 35 分  

●大 型 ・中 型 バスも可 能 （ただしキャンプ場 内 への進 入 は不 可 ） 

定 休 日  
４月 １日 ～11 月 30 日 ：無 休  

12 月 １日 ～ ３月 31 日 ：休 業  

ホームページ https ://takayama-camp.com/ 

その他  

参 考 事 項  

・金 糞 岳 のふもと、姉 川 の支 流 、草 野 川 の源 流 に位 置 し、「森 とびわ湖 と人 とのつながり」をテー

マに学 習 を行 っています。 

・渓 流 探 検 では、クイズを解 きながら森 の中 を歩 きます。森 の機 能 や生 息 する動 植 物 、地 域 の

歴 史 などが学 べ、森 の魅 力 が存 分 に楽 しめます。 

・森 づくり体 験 を通 じ、地 域 の山 の現 状 と対 策 を考 えます。 

・森 にある素 材 を利 用 し、森 の恵 みを実 感 します。 

・様 々なプロから技 や智 恵 を発 見 します。 

※3 クラス以 上 の場 合 は、クラス毎 に分 かれてお越 しください。 
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森林環境学習「やまのこ」事業受入施設情報 
※令和５年１月現在の情報です。詳しくは HP 等でご確認ください。  

施 設 の名 称  森林公園くつきの森  
施 設 設 置 者  高 島 市  

開 設 年 月  平 成 16 年 12 月  

施 設 管 理 者  高 島 市  / （指 定 管 理 者 ）NPO 法 人 麻 生 里 山 センター 

施 設 の場 所  滋 賀 県 高 島 市 朽 木 麻 生 ４４３ 

管 理 運 営 職 員  常 勤 職 員 ２名 、やまのこ専 任 指 導 員 ２名 、非 常 勤 職 員 ３名  

主 要 施 設  やまね館 、森 林 環 境 研 究 所 、木 工 所 、自 然 研 修 センター 

最 大 受 入 人 数  宿 泊 （56 人 ） 〇 日 帰 り（100 人 ） 〇 

森 林 環 境 学 習  

モデルプログラム 

( ロ ー テ ー シ ョ ン 方

式 で １ 回 当 た り の

時 間 参 加 人 数 とす

る。） 

プログラム 標 準 所 要 時 間  参 加 人 数  

1 森 に親 しむ 

もりもり探 検 隊 （自 然 観 察 ） 90 分  40 人  

緑 のあそびば 

（木 登 り･ﾊﾝﾓｯｸ･ﾌﾞﾗﾝｺ・ﾈｲﾁｬｰｹﾞｰﾑ） 
90 分  40 人  

2 森 づくり 
伐 倒 見 学 ・枝 打 ち見 学  各 90 分  40 人  

間 伐 体 験  100 分  24 人  

3 森 の恵 み 

ｸﾗﾌﾄ（草 木 染 め・木 の実 ｸﾗﾌﾄ・お箸 づくり等 ）  90 分  40 人  

焚 き火 体 験  90 分  24 人  

丸 太 切 りと薪 割 り体 験  90 分  40 人  

4 その他  

森 のレクチャー(事 前 学 習 ) 40 分  40 人  

保 水 実 験 (事 前 学 習 ) 10 分  40 人  

川 の生 きもの探 し 90 分  24 人  

やまのこ必 要 経 費  

入 園 料  大 人 200 円 ・小 中 学 生 100 円  やまのこ事 業 での参 加 は免 除  

宿 泊 経 費  
大 人 3,000 円 （小 学 生 2,300 円 ） 

変 更 の可 能 性 有  

駐 車 場 代  無 料  

食 事 代  自 炊 ・仕 出 し 

使 用 料  ホール１ｈ 2,000 円  

受 入 照 会 先  
NPO 法 人 麻 生 里 山 センター 

TEL 0740-38-8099 FAX 0740－38-8012 

アクセス・駐 車 場  
JR 安 曇 川 駅 より車 で約 ２０分  

JR 堅 田 駅 より車 で約 ４５分  

定 休 日  火 曜 日 /年 末 年 始 ・盆 休 有 り 

ホームページ http://www.pref .shiga .lg . jp/gt-shiga/destination/107137.html 

その他 参 考 事 項  

くつきの森 は、NPO 団 体 が高 島 市 の指 定 管 理 を受 け、運 営 しています。 

この森 は、里 山 として地 域 の方 の暮 らしに生 かされていました。現 在 は、小 さな子 どもから大 人

まで様 々な世 代 の方 が気 軽 に森 歩 きなどができる自 然 施 設 として利 用 されています。 

やまのこ学 習 では、「森 ・水 ・土 のつながり」と「自 然 と人 のつながり」をレクチャーで学 び実 際 に

森 に入 ります。水 や土 、木 などの生 の自 然 に触 れることによって学 びを体 感 できることを大 切 にし

ています。 

また、事 後 学 習 では、木 を使 ったクラフトを通 して「木 の利 用 」についてより学 びを深 めていま

す。 

少 人 数 の班 編 成 を組 むことにより、安 全 に活 動 してもらえることも心 がけています。 
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森林環境学習「やまのこ」事業受入施設情報 
※令和６年４月現在の情報です。詳しくは HP 等でご確認ください。  

施 設 の名 称  滋 賀 県 立 近 江 富 士 花 緑 公 園  

施 設 設 置 者  滋 賀 県  

開 設 年 月  平 成 ４年 ４月  

施 設 管 理 者  滋 賀 県  / (指 定 管 理 者 )近 江 富 士  楽 えんパートナーズ 

施 設 の場 所  野 洲 市 三 上 ５１９ 

やまのこ指 導 員  やまのこ事 業 専 任 指 導 員 ２名 他  

主 要 施 設  

敷 地 面 積 ５２２，１８５㎡ 

登 山 ・ハイキングコース 

森 のわくわく学 習 館 (展 示 室 、研 修 室 ） 

ウッディルーム、里 の家 、植 物 園 等  

最 大 受 入 人 数  110 人  宿 泊  × 日 帰 り ３クラスまで 

森 林 環 境 学 習  

モデルプログラム 

プログラム 標 準 所 要 時 間  参 加 人 数  

①森 に親 しむ 
森 林 ウォークラリー 60 分  

110 人  
森 の宝 探 し 30～60 分  

②森 づくり体 験  丸 太 切 り体 験  60 分  110 人  

③森 の恵 み利 用  
丸 太 クラフト 45 分  110 人  

小 枝 のキーホルダー作 り 60 分  110 人  

④森 のレクチャー 
森 のお話 し 15 分  110 人  

保 水 実 験  30 分  110 人  

やまのこ必 要 経 費  

使 用 料  無 料  

宿 泊 経 費  －（宿 泊 プログラムなし） 

駐 車 場 代  無 料  

食 事 代  －（食 事 の提 供 なし） 

受 入 照 会 先  

近 江 富 士  楽 えんパートナーズ 

TEL：077-586-1930 / FAX：077-586-4084 

E-mａｉｌ：karyoku05@oumifu ji-karyoku.com 

アクセス・駐 車 場  

○電 車 ・バス・タクシーの場 合  

ＪＲ野 洲 駅 下 車 。バスは近 江 富 士 花 緑 公 園 行 きに乗 車 、「林 業 普 及 センター前 」または

「花 緑 公 園 前 」下 車 、徒 歩 5 分 。 

タクシーはＪＲ野 洲 駅 から約 10 分 。（約 6km） 

○自 動 車 の場 合  

名 神 高 速 道 路 栗 東 ＩＣより約 8km、国 道 8 号 線 を近 江 八 幡 方 面 へ、御 上 神 社 前 交 差

点 を右 折 、2 つ目 の信 号 （希 望 が丘 口 ）を左 折 約 1.5km 

定 休 日  月 曜 日 （受 入 スケジュール過 密 時 は月 曜 日 も対 応 可 能 ） 

ホームページ https ://www.oumifu ji-karyoku.com/ 

その他 参 考 事 項  

・雨 天 時 の活 動 場 所 の関 係 で、一 度 に受 けられる人 数 は 110 人 （3 クラス）としています。上 限

を上 回 る場 合 は、必 ず 2～3 クラスごとに分 かれてお越 し下 さい。 

・施 設 は三 上 山 の麓 にあり、緑 豊 かな公 園 です。公 園 内 では季 節 によって異 なる植 物 や生 き

物 たちに出 会 うことができます。 

・活 動 のメインは広 い芝 生 広 場 。子 どもたちはのびのびと活 動 を行 えます。 
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４ 資料  

「もりづくり」って何？  
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やまのこ事業安全管理マニュアル 

第１章 事故を未然に防ぐための安全対策  

１企画段階における安全対策  

企画段 階にお いて は、 目的を 明確に する とと もに、 安全に 対す る意 識をも って、 プロ
グラム 内容、 対象 者、 指導体 制、道 具・ 装備 、緊急 時対応 につ いて 検討す る。 

雨天等 により 現場 条件 が悪く なった 場合 にお ける対 応につ いて も明 確にし ておき 、活
動に無 理が生 じな いよ うな計 画を立 案す る。 

 

２事前準備段階における安全対策  

(1)下見について 

事前の 下見は 、参 加す るスタ ッフが 行い 、下 記の内 容を確 認す る。 活動場 所など の写
真撮影 等も行 う。 

①安全な場所の選定  
活動場 所が、 目的 や活 動内容 に合致 して いる か、予 定して いる 参加 者（年 齢、体 力、

経験な ど）に 合う もの かを見 極めて 、場 所の 選定を する。 

②危険な箇所などのチェック  
活動区 域内の 危険 箇所 を参加 者の目 線を 意識 してチ ェック を行 う。 チェッ クにつ いて

は複数 のスタ ッフ で行 い、チ ェック した 危険 箇所に ついて は図 面に 記入し 、図面 の配 布
等を通 じて参 加者 にわ かるよ うにし てお く。 危険箇 所に加 えて 、当 日の活 動範囲 や監 視
体制、 荒天時 の避 難場 所等も あわせ チェ ック してお く。 

③病院・消防署などの把握  
万が一 のため の緊 急連 絡一覧 を作成 する ため 、活動 場所周 辺の 病院 や消防 署など の連

絡先を 把握し てお く。 

なお 、病院 につ いては 、診 療時間 、救急 対応 、血 清等の 有無 につい ても確 認して おく。 

(2)下見を踏まえての計画の見直し 

下見を 行うこ とで 、企 画段階 では気 づか なか った危 険箇所 や必 要な 安全対 策（指 導体
制、道 具・装 備な ど） が出て くる場 合は 計画 を見直 す。 

(3)指導体制・組織について 

参加者 が少人 数の 場合 でも、 万が一 の場 合に 対応で きるだ けの 数と するこ と。ま た、
事業の 実施に あた って は、ス タッフ の役 割分 担を明 確にし てお く。 

(4)学校との事前打ち合わせ 

やまの こ事業 に参 加す る学校 と活動 の目 的・ 内容、 持ち物 ・服 装等 につい て事前 打ち
合わせ を行っ てお くこ と。 

このマニュアルを参考に、「やまのこ」事業受入施設では、各施設独自

の安全管理マニュアルを作成されています。 
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事業実 施にあ たっ ては 、オリ エンテ ーシ ョン のなか で参加 者に 対し 安全管 理に関 する
説明を 必ず行 うこ と。 

 

○説明事項 

ア  ルール・マナーの遵守  
集団で 事業を 行う 場合 におけ る規範 ・約 束事 、道具 の扱い 等に 至る まで、 安全を 確

保し快 適に活 動す るた めのル ールや マナ ーに ついて 説明し 、参 加者 が遵守 するよ う徹
底する 。 

イ  安全に対する意識づけ  
活動の 多くは 、非 日常 的な山 のなか で行 われ ること から、 日常 的に 予想さ れる危 険

とは異 なる。 指導 者・ スタッ フが確 認し た危 険箇所 ・危険 事項 をも とに、 参加者 の安
全に対 する意 識が 高ま るよう に指導 する 。 

ウ  自己責任の意識付け  
「自分 の身の 安全 は自 分で守 る」と いう 意識 をもつ ことは 、子 ども であっ ても非 常

に大切 である 。参 加者 のレベ ルにあ わせ て意 識を促 す。 

(5)参加者の情報 

やまの こ事業 への 参加 者に係 る情報 で、 事前 に把握 してお く必 要の ある情 報の有 無に
ついて 事前に 学校 に照 会し、 必要な 情報 があ れば事 前に入 手し てお く。 

参加者 の中に 障害 があ る人が 含まれ てい たり 、けが の治療 中の 人と 共に活 動した りす
るよう な場合 は、 十分 な対応 と配慮 がで きる 準備（ スタッ フ、 用具 など） をして おく 。 

(6)スタッフに対する指導 

①役割分担とコミュニケーション  
組織と して十 分に 機能 するた めにま ず心 がけ なけれ ばなら ない 点で ある。 事前に 打ち

合わせ を行い 、役 割分 担を明 確にす ると とも に、コ ミュニ ケー ショ ンが十 分とれ るよ う
にして おく。 

②危険に対する意識づけ  
やまの こ事業 活動 中に 想定さ れる危 険に は、 次のよ うなも のが ある 。 

 日差し ・気温 が原 因（ 熱中症 、日射 病） 

 動植物 が原因 （ク マ、 毒ヘビ 、ハチ 、ウ ルシ 、毒草 ・毒き のこ 、ダ ニなど ） 

 気象条 件が原 因（ 天候 の急変 、落雷 、台 風、 洪水、 吹雪な ど） 

 地形が 原因（ 転落 、落 石、急 斜面、 岩場 、尾 根、山 頂など ） 

 活動技 術が原 因（ 迷う 、転落 、道具 によ るケ ガなど ） 

 道具の 操作技 術が 原因 （切り 傷、刺 し傷 など ） 

 疲労や 心的要 因が 原因 （判断 ミス、 パニ ック 、過度 の興奮 など ） 

 健康状 態と衛 生管 理が 原因（ 発熱、 下痢 、食 中毒な ど） 

このほ かにも 、想 定で きる限 りのあ らゆ る危 険につ いてス タッ フの 中で出 し合い 、一
覧にす る必要 があ る。 それを もとに 、ス タッ フの危 険に対 する 意識 が高ま るよう に指 導
する。 

③危険箇所の確認  
活動区 域内に ある 危険 箇所に ついて は、 事前 にスタ ッフ全 員で 確認 してお く。 

④事故対処トレーニングの実施  
緊急事 態が起 きた 場合 、冷静 に対応 でき るよ う、ス タッフ 全員 がマ ニュア ルにつ いて

理解し ておく 。万 が一 の場合 に備え て、 事前 に確認 し、事 故を 想定 したト レーニ ング を
してお く。 
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⑤救急法・救急処置トレーニングの受講  
いざと いう時 のた めに 、指導 者やス タッ フは 消防署 や日本 赤十 字社 などで 実施し てい

る止血 法、心 肺蘇 法な どの救 急処置 トレ ーニ ングを 受けて おく 必要 がある 。また 、防 災
訓練な どへも 積極 的に 参加す ること が望 まし い。 

(7)用具・装備について 

主催者 側が用 意す る用 具・装 備につ いて は、 対象者 に適し てい るか 、不具 合がな いか
を点検 してお く。 急用 の用具 ・装備 （ロ ープ など） 、救急 箱（ 応急 用の薬 など） も用 意
または 手配す る。 また 、使用 方法に つい ても 熟知し ておく 。 

(8)緊急時の対応について 

緊急時 の内部 連絡 、学 校への 連絡、 警察 、消 防、病 院の連 絡先 、診 療時間 などの 確認
など緊 急時の マニ ュア ル、連 絡体制 をつ くる 。また 、必要 な備 品を そろえ るなど して お
く。 

(9)保険の加入について 

傷害保 険や賠 償責 任保 険など への加 入が 必要 である 。 

(10)スタッフを含む参加者全員での危険予知トレーニングの実施 

参加者 全員が 、危 険箇 所を記 載した 地図 や写 真など を見な がら 、 

①  危険の 発見： 「ど んな 危険が かくれ てい るか 」 

②  特に危 険なポ イン トの 発見： 「これ が危 険の ポイン トだ」 

③  具体的 な対策 の検 討： 「私な らこう する 」 

④  行動目 標の決 定： 「私 たちは こうす る」 

という ４つの 段階 をへ て、危 険予知 およ び危 険回避 の能力 を高 める トレー ニング であ
る。 

自然体 験活動 中に みら れる危 険の多 くは 、日 常的に 予想さ れる 危険 とはか なり異 なる
ことを 参加者 全員 が事 前下見 の中で 認識 する 。また 、事前 下見 に参 加出来 なかっ たス タ
ッフに は、学 校で の事 前打ち 合わせ 会等 の中 で代表 者が伝 える 。 

 

３実施段階における安全対策  

(1)気象状況の把握と事業の取り扱いの判断 

最新の 予報に つい て、 ラジオ や携帯 電話 など を用い て十分 に情 報を 収集す る。ま た、
活動日 以前の 気象 状況 につい ての情 報も 収集 する。 それら の情 報を 総合し て、事 業の 実
施、継 続が妥 当か どう かにつ いて、 勇気 をも って決 断する 。 

●気象状況に応じた対応 

ア   警報や注意報が発令されていないかを確認する。 

イ   大雨警報や雷警報が出ている場合は、野外での活動は中止・延期する。 

ウ   雷に対する安全対策 

●落雷の予兆 

・積乱 雲が成 長す る様 子が見 えたら 、落 雷の 危険が ある。 

・「ゴ ロゴロ 」と 雷鳴 がかす かにで も聞 こえ 始めた ら、降 雨の 前に 落雷の 危険が
ある。 

●安全な場所への避難 

・十分 安全な 場所 は、 コンク リート の建 物、 戸建て 住宅、 自動 車、 洞窟の 奥など
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である 。 

・危険 な場所 は、 テン トの中 、ビー チパ ラソ ルの下 などで あり 、雨 宿りは 厳禁で
ある。 

エ   大雨に対する安全対策 

●川の増水と土砂崩れに注意が必要である。常に水位に気をつけ、雨が降ってい

なくても水量が増えてきた場合は、活動をやめて避難する。 

●川の水が一時的に引いた場合は、上流でせき止められた可能性がある。せきが

決壊したとたんに土石流が襲ってくる可能性があるので、即座に避難する。 

(2)危険箇所の再確認 

危険箇 所につ いて は、 下見お よび企 画の 段階 で確認 してい るが 、下 見のと きの情 報以
上に当 日の様 子を 再度 確認す ること が重 要で ある。 

たとえ ば、活 動日 の天 候（活 動日の 数日 前の 天候も 含む） など によ り、安 全と考 えて
いた箇 所の様 子も 変わ ってい ること もあ るの で、必 ずスタ ッフ 全員 で確認 をする 。そ の
後、参 加者も 含め て、 活動範 囲や危 険箇 所の 確認を 行う。 

また、 必要な 場合 は、 危険箇 所にロ ープ を張 ったり 、危険 箇所 を表 示した りする など
して、 参加者 の注 意を 喚起す る。 

天候な どに応 じて 活動 の中止 や変更 はあ り得 るが、 活動内 容を 変更 する場 合も、 予定
してい ない活 動を 行う ことは しない 。 

(3)用具・装備の再確認 

通常使 う用具 ・装 備だ けでな く、緊 急用 の用 具・装 備があ るか どう か、使 用可能 かど
うかの 確認も 行う 。ト ランシ ーバー や無 線、携帯電 話など の通 信機 器の確 認もし てお く。 

(4)スタッフの役割分担・緊急時の対応についての再確認 

緊急時 の対応 マニ ュア ル、連 絡体制 をス タッ フ全員 が理解 し、 万が 一の時 に敏速 かつ
円滑に 対応で きる よう にして おくと とも に、 マニュ アルや 緊急 連絡 先など の設置 場所 を
周知し ておく 。 

また、 医療機 関な どと も連携 が取れ るよ うに してお く。 

(5)参加者の状況把握 

①人数の確認  
活動す べての 基本 にな ること なので 、指 導者 が、責 任をも って 行う こと。 

②健康状態  
活動に 入る前 に、 参加 者の健 康状態 （排 便、 食欲な ど）に つい て確 認する 。 

参加者 には、 いか なる 体調変 化もす ぐに 申し 出るよ うに伝 える とと もに、 主催者 は、
参加者 が体調 不良 など を訴え た場合 は、 その 後の活 動への 無理 な参 加は控 えさせ る。 

③心の状態  
様々な 関わり 合い や活 動の中 で、心 の状 態が 不安定 になっ てい る参 加者が いない かど

うか注 意し、 活動 を無 理強い しない よう に配 慮する 。 

④服装など  
自然体 験活動 では 、そ れぞれ の活動 に適 した 服装や 装備が 必要 であ る。特 に、林 内で

作業す る場合 にお いて は、長 袖、長 ズボ ン、 帽子、 靴など 、活 動に 適した 服装に つい て
指導す る。  
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第２章 森林における危険な状況と注意点  

(1)山・森における危険な状況（例） 

 山や沢 筋では 、急 斜面 の路肩 や浮石 に注 意す る。 

 森林で の作業 に出 かけ るとき は、気 象情 報を 確認し 、大雨 や雷 の予 報が出 ている と
きは、 無理せ ず中 止す る。活 動開始 後、 天候 が急変 し落雷 の危 険が あると きは、 速
やかに 活動を 中止 する 。 

 雪の状 況や気 温に 注意 し、雪 崩の危 険地 帯に は近寄 らない 。 

(2)活動別の注意点（例） 

ア 山の状況を把握する 

概して 、高い 山ほ ど様 々な危 険があ り、 注意 ・装備 も必要 にな る。 また、 山の気 候
は「春 は遅く 秋は 早い 」と言 われ、 天候 は高 度によ って大 きく 変わ るとい うこと も認
識して おかね ばな らな い。 

イ 必要な用具・装備を準備する 

・道に 迷わな いた め、 小学生 にもわ かり やす い地図 を持参 する とと もに、 日頃か ら道
標を整 備して おく 。 

・朝夕 や、天 候が 悪い ときに は真夏 でも 防寒 具が必 要とな るな ど、 平地よ りも寒 さに
対する 備えや 覚悟 が必 要にな る。 

・万が 一の事 故に 備え て、通 信用機 器（ トラ ンシー バー、 無線 など ）など を準備 して
おく。 

ウ 監視体制を整える 

・指導 者は先 頭と 最後 尾につ き、他 の指 導者 は、参 加者の 中に 分散 する。 子ども たち
が先頭 の指導 者よ り先 を歩か ないよ うに 注意 する。 

・参加 者およ び下 山完 了者を 確認す る担 当者 を置く 。 

エ 活動にあたっての注意事項 

・下り はけが をし やす いので 、慎重 に歩 く。 

・斜面 の山 道では 山側 から落 石があ った り、谷側に 滑って 落ち たり する危 険性が ある。 
・例え ば３０ 分歩 いて ５分休 むなど 、一 定の 間隔で 休憩時 間を とる こと。 

・熱中 症や頭 のけ がを 防ぐた め、帽 子を かぶ るとと もに、 こま めな 水分補 給をす る。 

・クマ 、サル 、ハ チ、 毒ヘビ 、ヒル 、ウ ルシ など危 険な動 植物 に注 意する 。 
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第３章 万が一事故などが発生した場合の対応  

安全対 策をと って いて も事故 やけが が発 生す ること がある 。事 故な どの程 度に関 係な
く、本 部責 任者へ の報 告・連絡・相談 する と ともに 十二分 に対 応す ること が重要 であ る。
安全管 理の大 原則 は、 「大き く構え て小 さく まとめ る」で ある 。こ れくら いでよ いだ ろ
うと考 えずに 、丁 寧す ぎるほ どの準 備と 対応 が必要 である 。 

１事故などに対応するために必要なもの 

(1)緊急対策マニュアル 

①緊急時の体制について  
責任者 、指導 、監 視、 救護、 渉外な どの 役割 を決め て、緊 急時 に対 応でき る体制 を作

る。体 制とし て、 次の ような 組織を 置く こと が望ま しい。 ただ し、 参加者 の人数 や、 ス
タッフ の人数 、活 動内 容に応 じて 、より 具体 的、か つ実 質的な 組織 の構築 が必要 であ る。 

 

 

 

②緊急時の対応について  
事故が発生した場合、初動が事故者を救済できるか否かを左右する。 

初動の際に救助者が最も気をつけなければならないのは、二次災害を防ぐ意味で

も、「冷静になる」、「自分自身の安全管理をする」、「事故者以外の人たちの安全

管理をする」の３点である。 

上記の点を踏まえて、迅速に適切な対応をとることが大切である。そのために、フ

ローチャートを作るなど、緊急時の対応を全員が理解しておく。以下に示すものは、

あくまで対応例である。 
 

  

緊急時の安全管理体制（例） 

統括責任者

指導担当 救護担当 連絡担当

・現場の安全確保 ・事故者の応急処置 ・事故者の応急処置 

・医療機関への連絡 

・事故の記録 
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緊急連絡先（例） 

事故発生 

周囲の状況と事故の様子を把握 

統括責任者へ連絡 

各担当への指示・連絡（統括責任者）  

指導班 

〇〇 〇〇 

監視班 

〇〇 〇〇 

救護班 

〇〇 〇〇 

連絡班 

〇〇 〇〇 

現場の 

安全確保 

事故者の 

救助 

応急処置 

の準備 

消防への連絡 

医療機関への連絡 

学校などへの連絡 

応急処置を施す 

応急処置後 

事 故 者 の容 態 チェック 

保 温 ・体 位 などに注 意 

各 機 関 と連 絡 を取 り 

ながら連 携 を図 る 運 搬 

専門医への引き渡し 

救 急 車 がすぐに来 ない 

場 合 や軽 傷 の場 合  

引 率 教 員 が 

同 乗 する 

事 故 の拡 大 を防 ぐため 

事 故 者 以 外 の安 全 確 保  
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(2) 緊急連絡先 

緊急時 に備え て、 少な くとも 以下の 連絡 先は 把握し ておく 。ま た、 それぞ れの連 絡先
に誰が 連絡す るか とい うこと も明確 にし てお く。 

 

 

(3)緊急時の用具・装備  

①救急 箱 

②通信 用機器 （ト ラン シーバ ー、携 帯電 話） 

 

 

２事故の一報  
事故の 一報は 、事 業主 催者や 保護者 にで きる だけ早 く、正 確に 伝え ること が重要 であ

る。以 下のよ うに 、事 故発生 の日時 、場 所、 人数、 氏名、 性別 、年 齢、所 属、け がの 程
度、処 置の内 容な どに ついて 報告す る。 

 

 

※負傷者および保護者への対応の心得 

安全対 策を十 分に とっ ていて も、事 故や けが が発生 するこ とは ある 。その 場合、 負傷
者やそ の保護 者に 対し て誠意 をもっ た対 応が 不可欠 である 。 

やまの こ事業 では 、参 加者の 自宅と 離れ てい る場合 もある ので 、保 護者の 不安を 考え
て、で きるだ け速 く正 確な情 報を伝 える とと もに、 場合に よっ ては 活動場 所へ学 校側 が
保護者 に同行 する こと も必要 である 。 

 

 

●事故 の概要 を、 各担 当から 統括責 任者 へ報 告する 。 

●統括 責任者 は、 緊急 連絡担 当者に 報告 する よう伝 える。 

●緊急 連絡担 当者 は、 緊急連 絡を行 った 内容 を統括 責任者 に伝 える 。 

 

連絡先 電話番 号 担当 

消防・ 救急   

警察   

地元駐 在所・ 交番   

最寄り の医療 機関 （診 療科）   

市・町 教育委 員会   

市・町 農林担 当部 局   

学校責 任者 自宅・ 携帯  

森林政 策課   

参加者 （別添 参加 者名 簿）   

保険会 社   

 

緊急連絡先（例） 
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３情報収集・発信について  
事故な どが起 こっ たと きには 、下記 の点 につ いて留 意し、 情報 収集 ・発信 を行う 。 

(1)情報の収集  

事故発 生の日 時、 場所 、人数 、氏名 、性 別、 年齢、 所属、 処置 の内 容、け がの程 度な
どを正 確に把 握す る。 

(2)情報の一元化  

情報の 集約・ 発信 につ いては 、担当 者を 決め 、一元 化を図 る。 

(3)情報の発信  

情報を 発信す る場 合、 プライ バシー に配 慮し 、誤解 を招か ない よう 、正確 な表現 に努
める。 

(4)事故の記録  

収集し た情報 は、時間 の経過 に沿っ て記 録す る。以 下に示 すも のは 記録簿 の例で ある。 
 

 

 

  

 

事業名   

発生日時 ○月○日○時○○分晴 発生場所 ○○市○○ ○○の森 

事故者概要 ○○  ○○  男  ○才  軽傷  △△  △△  男  ○才  軽傷  

事故の概要 
間伐の実習を行っていたところ、伐採木が想定した方向と異な

った方向に倒れ、○○○○と△△△△に当たった。○○○○は

背中を、△△△△は腕を打撲した。 

事故対応の経過 

日時  対応内容 

○月○日○時○○分  事故発生 

○時○○分 連絡班が１１９番通報。応急処置を施す  

○時○○分 連絡班より学校へ連絡 

○時○○分 救急車到着。○○病院へ搬送 

○時○○分 事故者が処置をすませ、活動場所に戻る。 

○時○○分 連絡班より学校に連絡 

 

事故の記録(例) 
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森林環境学習「やまのこ」事業実践事例①  

＜はじめに＞  

 事業の 目的 

次代を 担う子 ども たち が、森 林への 理解 と関 心を深 めると とも に、 人と豊 かにか かわ
る力を はぐく むた め、 学校教 育の一 環と して 、森林 環境学 習施 設お よびそ の周辺 森林 で
体験型 の学習 を実 施す るもの とする 。 

 大津市 では、 従来 の「 ふるさ と体験 学習 」を 発展さ せる形 で引 き継 がれて いる。 

 単に「 体験す る」 とい うもの でなく 、総 合的 な学習 の時間 の一 単元 として 位置づ け、 森
林環境 学習を 推進 する 。 

＜森林環境学習でめざすもの＞  

 環境の 「もの 知り 」を 育てる のでな く、 自分 も環境 問題の 原因 者の 一人と 自覚し て、 自
分の生 活自体 を見 直し 改善す るとい う行 動に 結びつ けるこ と。 

 今まで 持って いた 「木 を伐る ことは いけ ない 」とい うよう な単 一的 、短絡 的な考 え方 で
なく、 木を伐 るこ とが どうい う意味 を持 って いるの かなど の考 え方 に触れ ること で既 存
の価値 観の転 換の 契機 にする こと。 

 体験を 通して 、「 森林 への関 心と理 解を 深め ること 」「森 林と の関 わり合 い方（ 森林 の
問題）」「山村 との 関 わり合 い方（ 人・地 域 の問題）」「自 分自 身 との関 わり合 い方（ 価
値観の 問題） 」な どを 学ぶこ と。 

＜今年度の森林環境学習について＞  

単元名 「森のことを考えよう～１本の割りばしから～」 

単元を構成するに当たって 

「木を 伐るこ とは いけ ない」 という 考え は子 どもた ちのみ なら ず、 現代の 大人の 多く
が抱い ている 考え であ る。確 かに近 年の 地球 温暖化 問題を はじ めと する環 境問題 は人 類
にとっ て大き な課 題で ある。 しかし 、だ から 木を伐 ること には 反対 し、目 先の木 製品 を
使わな い方が よい と考 えるこ とは果 たし て本 当に正 しいの だろ うか ？子ど もたち が持 っ
ている 近視眼 的、 短絡 的なも のの見 方、 考え 方に揺 さぶり をか ける ことで 、巨視 的な 観
点で物 事を見 つめ るこ との大 切さを 感じ るき っかけ にした い。 また 、環境 問題は 遠い 世
界の問 題では なく 、自 分たち 一人一 人の 日常 生活の 中で起 きて いる という ことに 気づ か
せたい 。自分 一人 が行 動を起 こして も何 も変 わらな いと思 うか もし れない が、た また ま
すべて の人が 同じ よう に行動 を起こ せば 世の 中は変 わるか もし れな い。一 人の行 動だ け
では変 わらな いけ れど 、一人 の行動 から 世界 が変わ るかも しれ ない 。この 学習を 通し て、
自分の 生活を 見直 した り、新 しい価 値観 を感 じさせ たりし たい 。 

さらに、「洪 水を防 ぎ 、渇水を 緩和 する」「 水を浄 化する 」「地 球 温暖化 を防ぐ 」「安
らぎや 憩いの 空間 を作 る」「 生活の 糧を 得る 」「信 仰の対 象」 「人 以外の 生き物 の生 活
の場」 など森 の多 様な 働きを 知り、 感じ る中 で、人 と森林 のつ なが りやど うすれ ば両 立
できる のかと いう よう なこと にも気 づか せた い。 

葛川ふ るさと 体験 学習 ・やま のこ事 業を 核に した単 元を通 して 、森 につい て関心 を持
ち、自 分なり の課 題を 持ち、 追求し てい く態 度を養 うこと を目 的と した学 習活動 を展 開
してい きたい 。 

 ～ 平成 21 年度 大津市立仰木の里東小学校での取り組み ～ 
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１．単元のねらい  

 実際に 森林に 入り 、五 感を通 して、 体全 体で 「森」 を感じ たり 、「 森づく り体験 」を し
たりす ること によ り、 木や森 林に興 味・ 関心 を持ち 、「自 分た ちの 生活と のつな がり 、
木や森 林の大 切さ ・す ばらし さ・よ さ」 に気 づき、 理解す るこ とが できる 。 

 国産間 伐材割 り箸 の意 味を考 えるこ とで 、間 伐（森 林整備 ）の 大切 さを理 解し、 森林 の
働きや よさな どに つい て自分 なりに まと める ことが できる 。 

 

２．学習のおもな流れ (17 時間＋当日  ●事前活動  / ◎当日の活動  / ■事後活動） 

 国産割 り箸の 意味 を考 えるこ とで、 間伐 の大 切さを 理解し 、森 林の 働きや よさに つい て
考える 。  2 時間   10/7,10/14 

 

学習活動  予想される児童の反応  備考  

＜事前 学習： 第１ 時＞  10/7 
● 森 林 に つ い て 知 っ て い る こ と

を話し 合う。  
 
 
● 森 林 か ら も ら っ て い る も の は

何だろ う？  
 
● 割 り ば し を 使 う こ と は い い こ

とだろ うか？  

 
「木が ある」「鳥 や動 物のす
みか」「 山菜が 採れ る 」「水
がある 」  
 
「空気（ 酸素）」「木材 」「水」
「緑」 など  
 
「よく ない」  

・木を むだに して いる 。 
・空気（ 酸素 ）が なくな る。 
・ごみ がふえ る。  
・木が かわい そう 。  

「よい 」  
・使い やすい 。  
・忘れ たとき に便 利。  
・外で 使える 。  

 
 
 
 
 
自 分 の 課 題 に つ な が っ
ていく と考え られ る。  
 
「 よ く な い 」 と い う 答
え が 多 い よ う に 予 想 さ
れる。  
何 故 よ く な い の か と い
う 理 由 を 考 え さ せ 、 そ
の 意 見 を 補 足 す る 形 で
資料を 与える 。  

＜事前 学習： 第２ 時＞  10/14 
● 国 産 間 伐 材 割 り ば し を 見 て 、

気 づ い た こ と や 疑 問 に 思 う こ
とにつ いて話 し合 う。  

 
 
 
 
 
● 元 気 な 森 と 元 気 で な い 森 の 二

枚 の 写 真 を 比 べ て 元 気 な 森 と
はどう いう森 なの かを 知る。  

 
 

 
「 わ り ば し を 使 う こ と が ど
う し て 地 球 温 暖 化 防 止 に つ
ながる のだろ う？ 」  
「 使 う ほ ど に 森 林 の 育 成 に
つなが るとは 、ど うい う意味
だろう ？」  
 
 
元気な 森とは  
・明る い（日 が差 して いる） 
・木が まっす ぐで 太い 。 
・根が 見えて いな い。  
・下草 が生え てい る。  

 
５ 円 の 木 づ か い 箸 を 見
せる。  
 
 
 
 
 
 
元 気 な 森 と そ う で な い
森との 写真を 見せ る。  
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●「間 伐」の 意味 を知 る。  

「 元 気 な 森 に 必 要 な 空 間 を 作
る た め に 木 を 伐 る こ と を 間 伐
と い う 」 と い う 言 葉 で お さ え
る。  

 
● 今 日 の 授 業 の 感 想 を 交 流 す
る。  

 
 
 
 

 体験学 習のプ ログ ラム の概要 を知ら せ、 活動 の見通 しを持 たせ る。  1 時間  

実際に 森に入 った り、 間伐を したり して みよ う。  
 当日の 学習用 しお りを 作成す る。（ 特活 ）  1 時間  

◎間伐・ 枝打ち 体験 を通 して、 「間伐 の大 切さ 」を体 感する 。 

◎森の中 に入り 、五 感を 通して 、体全 体で 森を 感じる 。 

◎「森で 働く人 」から「 森を守 るお話 」を聞き 、森 を守る たい へんさ や大切 さを理 解す る。 
◎ファイ ヤーを 通し て、 森のめ ぐみを 感じ る。 

◎間伐材 を利用 し、 「マ イ箸つ くり」 をす る。 

◆体験し てきた こと をも とに、 森や間 伐の 大切 さにつ いてま とめ る。  2 時間  

◆調べた い課題 を決 め（ 課題設 定）、 調べ 、ま とめる 。  7 時間  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ゲス トティ ーチ ャー として 「やま のこ 専任 指導員 」や「 市役 所の 林業担 当者」 を考 え
ている 。  
→施設 の職員 およ び専 任指導 員が事 後学 習サ ポート （ 11/4 ）  

 
◆まとめ たこと を保 護者 に知ら せる。  4 時 間  →クラ スごと に発 表会 （12/2 ：参 観日） 

 

＜ふるさと体験学習・やまのこ事業での活動＞  

間伐・ 枝打ち 体験 、サ ーチ・ ザ・ツ リー 、森 で働く 人から のお 話、 キャン プファ イヤ
ー、マ イ箸つ くり 

  

 

●間伐について 

●木材の輸入について 

●地産地消について 

●木づかい運動について 

●生物の多様性について 

●木材の利用について 

＜課題例＞ 

 

●間伐について 

●木で作られるものについて 

●林業について 

●滋賀県の森について 

●森からもらえるものについて 

●世界の森について 

●森にすむ動物について 

＜実際の課題例＞ 
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＜考察＞  

本単元 を構成 する にあ たって まず考 えた こと は、学 習指導 要領 への 移行に 伴い総 合的
な学習 の時間 の内 容が 厳密化 される 中で 、今 年度か ら完全 実施 とな った「 やまの こ」 事
業をど う本校 の教 育課 程の中 に位置 づけ るか という ことで ある 。 

この事 業を単 にひ とつ の「体 験」に とど める のでな く、こ の事 業を 核にし た森林 環境
学習と しての 総合 的な 学習の 時間の 単元 をつ くろう と考え たの であ る。 

本校は 、新 しく 開発さ れた住 宅街に あり 、ほ とんど が転入 の児
童 で あ る 。 テ レ ビ や 本 な ど か ら の 情 報 量 は 比 較 的 豊 富 に 持 っ て
い る が 、 実 感 を 伴 っ た 理 解 や 自 分 自 身 の 問 題 と し て 物 事 を 捉 え
る 面 が 弱 い 。 環 境 問 題 に つ い て も 同 様 で 、 「 温 暖 化 」 や 「 酸 性
雨」、「砂 漠化 」な ど の言葉 はよく 知っ てお り、情 報と しても 持
っ て い る が 、 そ れ が 何 な の か と い う 深 い 理 解 や だ か ら ど う し な
け れ ば な ら な い の か と い う よ う な と こ ろ に ま で の 思 い に は 至 っ
ていな い。ま た、森 林 伐採に ついて もス テレ オタイ プ的に「木 は
伐って はいけ ない 」と 考えて いるよ うな 感じ である。いわ ば、机
上の空 論を持 って いる ような 状況で ある 。  

こうし た児童 に対 して 、「環境 もの 知り」を 増やす ような 環境
学習で はなく 、子ども たちの 既存の 価値 観の 転換を 図った り 、自
らが環 境に関 わる 生活 者とし ての視 点を 育ん だり、 さらに は、 自ら の生活 を見直 す契 機
となっ たりす るよ うな 学習が 必要と 考え たの である 。こう した 考え のもと 、総合 的な 学
習の時 間「森 につ いて 考えよ う」と いう 単元 を構成 した。  

総合的 な学習 の時 間は 言うま でもな く、 自ら 課題を 見つけ 、自 ら学 び、自 ら考え 、主
体的に 判断し 、よ りよ く問題 を解決 する 資質 や能力 を育成 する こと をねら いの一 つと し
ている 。自ら 進ん で追 求する ために は、 子ど も自ら が課題 意識 を十 分に高 める必 要が あ
ると考 える。 この 課題 意識を いかに 高め るか によっ て以後 の活 動の 成否が 決まる とい っ
てもよ いと言 える 。  

課題意 識を高 める ため 、まず 「森に つい て考 えよう 」とい う共 通課 題を想 定し、 単元
の導入 で「割 り箸 を使 うこと はよい か、 悪い か」と いう働 きか けを した。 前述の よう な
本校の 児童の 特徴 から 、その ほとん どが 、「 割り箸 は木を 伐採 する ことに つなが るの で
よくな い」と いう 意見 であっ た。  

次に、 「5 円 の木 づか い箸」 に出会 わせ た。 この箸 は、国 産間 伐材 を利用 したも ので
あり、 その箸 袋に は「 使うほ どに森 林の 育成 につな がる」 と書 かれ ている 。子ど もた ち
の今ま での価 値観 への 揺さぶ りであ る。 この 箸袋と の出会 いに よっ て、森 林への 関心 は
ぐっと 子ども たち に近 づいた 。そし て、 森林 を育成 すると はど うい うこと なのか とい う
ことを 、「元 気な 森と 元気で ない森 」の 写真 を比べ させな がら 考え させ、 間伐の 作業 や

意 味 に つ い て 知 ら せ た 。 森 の 木 を 伐 る こ と が 森 を 育 て
る と い う 一 見 矛 盾 す る 考 え に 出 会 っ た こ と で 、 子 ど も
た ち の 森 へ の 関 心 は さ ら に 強 ま り 、 実 際 に 体 験 し て み
た い と い う 思 い に 至 り 、 葛 川 の 体 験 活 動 に つ な い で い
くこと ができ た。  

葛 川 で は ま ず 薄 暗 い 森 に 入 っ た あ と 、 自 分 た ち で 間
伐を行 った。間伐に よ ってぽ っかり 空い た空 を眺め、森
が 明 る く な っ た こ と を 感 じ る こ と が で き 、 間 伐 が 森 を
育 成 す る こ と に つ な が る こ と を 実 感 を 伴 っ て 理 解 で き
た 。 ま た そ の 後 の 焼 き 杉 ク ラ フ ト や キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ
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ー 、 マ イ 箸 作 り の 活 動 に お い て も 間 伐 し た 木 が 利 用 さ れ る こ と
で 、 間 伐 材 の 多 様 な 利 用 方 法 や 木 の 恵 み つ い て も 感 じ る こ と が
できた。また、やま の こ専任 指導員 のお 話（ ボズー からの 手紙）
や森の 土が持 つ水 の浄 化作用 の実験 、サ ーチ・ザ・ツリー 、草 木
染 め の 体 験 な ど を 組 み 入 れ る こ と で 、 森 の 多 機 能 性 や 森 の よ さ
など、 森の多 面性 に気 づかせ ること がで きた 。 

こ う し て 課 題 意 識 を 高 め 、 広 げ て い き 、 子 ど も 個 々 の 課 題 設
定に取 り組ん だ。  

体 験 活 動 後 、 教 室 に 戻 っ た 子 ど も た ち と 今 ま で の 学 習 を 振 り
返 り な が ら 、 森 に つ い て 自 分 が 調 べ た い と 思 う 内 容 を 決 め さ せ
た。こ こで大 切に した ことは 、「な ぜ、その 課題を しらべ よう と
思った のか」とい う動 機付け である 。こ の点 が明確 でない と、以
後の追 求が曖 昧に なる 可能性 がある と考 えた からで ある。  

「今ま ではど れを 見て も同じ ように 見え てい た木だ ったけ れど 、葛 川での サーチ ・ザ
・ツリ ーでた くさ んの 種類の 木があ るこ とを 知って とても 驚い た。 葛川だ けでも あれ だ
けの種 類の木 があ るの だから 日本で は一 体ど れぐら いある のか とて も興味 を持っ た。 ま
た葛川 の先生 のお 話か ら森が いろい ろな 役割 を持っ ている こと も分 かった 。そこ で日 本
の森の 様子に つい て調 べたい と思っ た。 」あ る子の 動機で ある 。こ のよう に今ま での 学
習や体 験と結 びつ けた 課題を 設定さ せる こと が、子 どもが 自分 にと っての 追求の 意味 を
実感す ること につ なが ると考 える。 ひと りひ とりの 動機を 丹念 に聞 き取り ながら 、子 ど
もたち 個々の 課題 を明 らかに してい った 。  

子ども たちの 中で 課題 が明確 にされ ると 子ど もたち は自ず と追 求を 始める 。  
追求は 子ども 個々 に委 ねられ ること にな るが 、子ど もたち の力 だけ では停 滞して しま

うこと が多い 。そ こで 、やま のこ専 任指 導員 の協力 を仰ぎ 、お 話を 聞く場 を設け たり 、
県森林 政策課 に資 料を 請求し たりし た。 こう した協 力によ り、 時に 停滞し ていた 活動 が
動き出 した。 ただ 全体 的には 、図書 によ る資 料の活 用が主 なた め、 自分の 課題に ぴっ た
り合っ た資料 がな かな か見つ け出せ なか った り、ま た内容 が難 しす ぎて子 どもた ちの レ
ベルに 合わな かっ たり するケ ースが 多く 見ら れた。 追求を より スム ーズに 行える よう な
資料や 情報の 提供 をど う図っ ていく かが 、今 後の課 題のひ とつ であ ると言 えよう 。た だ、
こうし た難し さが あっ たにも 拘わら ず、 子ど もたち が自分 の調 べた いこと をその 子な り
に追求 し、ま とめ てい くこと ができ たと いう ところ は、や はり 最初 の課題 意識の 高さ に
よるの ではな いか と考 える。  

追求し た内容 につ いて 、賞賛 や共感 を得 るこ とで、 子ども たち の満 足感や 達成感 は促
される 。そし てそ れが 自分に とって の意 味の ある活 動とし ての 実感 につな がると 考え 、
単元の まとめ の段 階で 保護者 への発 表会 を行 った。 当日、 多く の保 護者の 前で堂 々と 発
表する 姿はと ても 印象 的であ った。  

先に述 べたよ うに、追 求段階 におけ る資 料の 問題は 今
後考え ていか なけ れば ならな いこと では ある が、やま の
こ 事 業 を 組 み 入 れ な が ら 子 ど も た ち の 意 識 が 途 切 れ る
ことな くつな がっ た形 で学習 を進め られ たこ とは、こ の
単元の 構成と いう 面で 一定の 成果が あっ たと 考える。今
後 は さ ら に 各 段 階 で ど の よ う な 力 を 高 め て い く か と い
う こ と を よ り 具 体 的 に 構 想 し て い く 必 要 が あ る と 考 え
る。  

また 、本単 元は 、や ま のこ事 業モデ ルプ ログ ラムの 開
発の一 環とし て、 県森 林政策 課及び 大津 市立 葛川少 年自然 の家 の全 面的な 協力の 下、 進
めるこ とがで きた もの である 。来年 度以 降、 こうし た協力 、支 援を どう仰 いでい くか と
いうこ とも考 えて いか なけれ ばなら ない と考 える。  

 

 

 

  

※学習の様子は、「やまのこ」事業のホームページに詳しく紹介されています。ご参照くだ

さい。  
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森林環境学習「やまのこ」事業実践事例②  

＜はじめに＞  

金 勝 小 学 校 は 山 々 に 囲 ま れ た 自 然 豊 か な 地
域にあ る学校 であ る 。しかし 、学 校の 周り を 田
んぼと 川、山 に囲 まれ た自然 豊かな 地域 であ る
にもか かわら ず、子ど もたち には自 ら山 へ足 を
運び 、自然 と戯 れる 経 験があ まりな い 。こ の こ
とから 、こ の地 域の 特 性を生 かし 、金 勝山 や 学
校 の 春 か ら 冬 へ の 四 季 の 変 化 を 追 っ た り 、 山
（森林 ）の役 割に つい ての調 べ学習 をし たり す
ること で、より 山 、自 然を身 近に感 じら れる よ
うにし たいと 考え た。 

ま た 、 年 間 を 通 し た 環 境 学 習 に す る こ
と で 、 子 ど も た ち が 身 近 な 環 境 に 親 し み
を も つ と 同 時 に 問 題 意 識 を も つ こ と を ね
ら う 。 学 習 を 通 し て 自 分 た ち で 自 然 を 大
切 に 守 っ て い き た い と い う 思 い を も て る
ように し、５ 年生 での びわ湖 環境学 習「 う
み の こ 」 に つ な げ て い き た い と い う 思 い
から 、森林 環境 学習「 やまの こ」の単 元を
計画し た。 

 

＜森林環境学習でめざすもの＞  

森林環 境学習 「や まの こ」で めざす 子ど もの 姿は、 山と自 分と のつ ながり を感じ 、山 に
親しみ 、大切 に守 って いきた いとい う思 いを もち、 行動に 移す 姿で ある。 

まず、 子ども たち の身 近にあ る金勝 山の 四季 の変化 を知る と同 時に 、自分 たちの 学校 の
植物の 四季を 感じ るこ とで、 身近な 自然 、山 に親し みをも てる よう にする 。そし て、 森の
未来館 での「 やま のこ 」学習 の体験 をも とに 、山（ 森林） の役 割を 自分の 生活や 経験 とつ
なげな がら調 べ学 習を してい くこと で、 問題 意識を もち、 自分 たち の生活 と山（ 森林 ）と
の関わ りを見 直す 時間 を作り たいと 考え た。 

＜学習内容＞  

１ 単元名「山とわたし」 

５月～  ７月 

『伝え よう！ “や まの こ”の みり ょく‼ 』 

９月～ １２月 

『見つ けよう ！山 の“ここが すごい ‼”』 

１月～  ３月 

『見つ めよう ！山 とわ たし‼ 』 

 ～ 令和４年度 栗東市立金勝小学校での取り組み ～ 
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２ 単元のねらい 

事前学 習から 当日 、事 後学習 を通し て、 山（ 森林） に魅力 を感 じ、 自分と のつな がり
を見つ けて山 （森 林） を大切 にした いと いう 思いを もてる よう にし たいと 考えた 。そ し
て、自 分の思 いや 考え などを 相手に 伝え るた めの表 現（プ レゼ ンテ ーショ ン）す る力 を

つけら れるよ う、小単 元ごと に発表 の機 会を
設けた 。 

また、理科の 四季 の動 植物の 成長、活動 の
移り変 わり、社会 科の 水、災 害につ いて の学
習 な ど 、 他 教 科 と 金 勝 山 の 様 子 や 現 地 で の
「やま のこ」学習 を関 連付け ながら 学習 を進
めるこ とで、自分 たち の身の 回りの 事象 や生
活 と の 関 わ り に つ い て も 意 識 で き る よ う に
したい と考え た。 

３ 学習のながれ 

（ア）事前学習 ５月１９日（木）【金勝小学校にて】  
 

● 「や まの こ」 専任指導 員に よる 指導 
● ９０ 分（ ４５ 分×２） を３ 部構 成で 実施 

①「や まのこ 」っ て何 ？ 

②「や まのこ 」で はど んな体 験がで きる の？ 

③「心 と五感 で学 ぼう ！」 

あなた は、名 探偵 「や まのこ ！」 

～さが そう！ 運動 場の 樹木か ら‼～ 

● 一人 一台 のタ ブレット （Chromebook）を活 用し た活 動 
 

「やま のこ」 当日 では どんな 体験が でき るの かをこ こで知 り、 子ど もたち は当日 に
向けて 期待感 を膨 らま せた。 また、 学校 内に ある木 々に目 を向 ける ことで 、「金 勝小
学校に も木が たく さん あった な」「 似て いる 木もあ ったな 」「 木の 見分け 方って おも
しろい 」と、 学校 内の 自然に 興味を 示す 姿が あった 。 

一人一 台のタ ブレ ット を活用 するメ リッ トと しては 、次の こと が言 える。 

①簡単 に記録 がで きて 保存す ること で、 見た い時に 見られ るこ と。 

②「樹 木の観 察シ ート 」のデ ータを タブ レッ トに取 り入れ るこ とが できる ので、 樹木 

をさが す際、 「観 察シ ート」 を拡大 しな がら 詳しく 観察す るこ とが できる こと。 

  ③活 動後 、教室 で 子ども たち同 士が 画像 を見せ 合って 確認 しあ うこと ができ るこ と。 

 

（イ）当日 ５月２７日（金）【森の未来館】  
 

● 場所  ： 森の 未来館 
● めあ て 

◎森林 散策を 通し て、 山の魅 力を満 喫し 、 

のんび りのび のび 、こ ころと 五感で 学ぶ 。  
◎丸太 切りや 焼杉 キー ラック 作りを 通し て、 

森の恵 みを実 感す る。 

◎グル ープの 友だ ちと 協力し ながら ルー ル 

を守り 、仲良 く活 動す る。 



 

41 

 

  

 

● 活動 内容 

①開校 式・・ ・子 ども たちの 司会進 行で 行う 

②森の レクチ ャー  ・ ・・専 任指導 員に よる 、森の レクチ ャー ！ 

③森林 散策 ・・ ・・ ・・子 ども主 体で 森林 散策し ながら クイ ズに チャレ ンジ！ 

④丸太 切り体 験 ・・ ・・の こぎり を使 って 、一人 一回以 上チ ャレ ンジ！ 

⑤焼杉 キーラ ック  ・ ・・事 前に選 んだ 「動 物の型 」の杉 の木 でキ ーラッ ク作り 

⑥閉校 式・・ ・子 ども たちの 司会進 行で 行う 

 

事前学 習で金 勝山 への 期待を 抱いて いた 子ど もたち は、山 にあ る様 々な種 類の樹 木
や、動 物の痕 跡を とて も興味 深く観 察し 、山 への関 心を高 めて いた 。 

丸太切 り体験 では、新 鮮なヒ
ノ キ の 丸 太 か ら 3mm 程 度 に 輪
切 り し た も の を 太 陽 に 透 か し
てみた り、自 分で 切っ た輪切 り
の 香 り を か い で み る な ど 五 感
を通し て体感 した り、木を切 る
た い へ ん さ を 味 わ っ た り す る
ことが できた 。 

焼 杉 キ ー ラ ッ ク 作 り で は 、
「世界 にたっ たひ とつ の作品」
と し て 形 に 残 る 思 い 出 を 手 に
して一 日の体 験で 存分 に山（ 森林）の素晴 ら しさに 触れる こと がで きたよ うであ った。 

 

（ウ）事後学習Ⅰ 『伝えよう！“やまのこ”のみりょく！！』  
 

● ３年 生へ 「や まのこ」 の魅 力を 伝え る【７月 １３ 日】 
☞やま のこの 活動 内容 ごとの グルー プで 相談 して、 １人２ ～４ 枚の スライ ドを作 成

し、３ 年生の 教室 でプ レゼン をする 。 

 

 

 

 

 

 

● 専任 指導 員に よる meet（ オンラ イン ）での 学習 ①【 ６月 ２９日】 

☞森の 未来館 専任 指導 室から 、   

「やま のこ」当日の ふ りかえ り 

シート の集計 結果 や、当日か ら 

１か月 後の金 勝山 の変 化の様 

子を確 認、学 習す る。 

 

● これ まで のふ りかえり 、今 後の 学習 の見通し 

☞３年 生への プレ ゼン のため の準備 や発 表で の成果 と課題 を 

ふりか えり、 山（ 森林 ）につ いてさ らに 調べ たいこ とを明 

確にす る。 

※説明したい活動の様子な

どの写真を選べるよう、

当日教師がたっぷり写真

を撮っておく。 
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来年、 「やま のこ 」に 行く３ 年生が 、「 やま のこ」 の魅力 を知 り、 来年が 楽しみ に
感じら れるよ うに する という 目的意 識、 そし て３年 生（下 学年 ）が わかる よう、 楽し
んで聞 けるよ うに 発表 しよう とする 相手 意識 をもつ ことで 、子 ども たちは 意欲的 にプ
レゼン 資料の 作成 にあ たって いた。 「や まの こ」で 体験し たこ とを まとめ 、お互 いの
発表を 聞いて いる 中で 、「山 （森林 ）に つい てもっ と調べ てみ たい こと」 につい て考
えるこ とがで きて いた 。 

 

（エ）事後学習Ⅱ 『見つけよう！山の“ここがすごい！！”』  
 

● 専任 指導 員に よる meet（ オンラ イン ）での 学習 ②【 １０ 月４日】 

☞夏か ら秋に かけ ての 金勝山 の変化 の様 子を 確認、 学習す る。 

 

☞専任 指導員 によ る投 げかけ 「わり ばし は、 もった いない ？自 然を 壊して いる？ 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

だれも が身近 で使 った ことの ある木 の製 品を 、これ まで考 えて こな かった 視点で
考える ことが 、森 林や 自然の ことに つい て考 えるき っかけ とな った 。 

お互い の意見 を交 流し 合う中 で、考 えを 変え たり悩 んだり する 児童 もいて 、本当
に森林 にとっ て良 いこ ととは 何なの かを 深く 考える ことが でき た。 

 

● 専任 指導 員に よる meet（ オンラ イン ）での 学習 ③【 １２ 月１３日 】 

☞秋か ら冬に かけ ての 金勝山 の変化 の様 子を 確認、 学習す る。 

 

 

 

 

 

 

● 山の 『こ こが すごい‼ 』新 聞づ くり 、発表 
☞３年 生への プレ ゼン の際考 えた「 もっと 調 べたい こ

と」と、山（森林 ）の はたら き（ 利用・守 る・蓄え
る・快適・育 てる・防 ぐ）とを関 連さ せなが ら、山
（森林 ）のす ごさ を知 らせる ための 調べ 学習 。 

学級、 学年で の発 表。 
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事前に 考えて いた「 山（森林）に
つ い て も っ と 調 べ た い こ と 」 が 山
（ 森 林 ） の は た ら き の 何 に 関 わ っ
て く る の か を 考 え な が ら 、 自 分 の
「知ら せたい 山（森 林 ）のすご さ」
を調べ、まとめ てい く 。その準 備や
発 表 を 通 し て 、 自 分 た ち の 生 活 に
山（森林）がいか に関 わって きてい
るのか、また 山（森林 ）のすご さを
再 確 認 し な が ら 、 自 分 た ち の 手 で
山（森林）を守っ てい きたい という
思いを 持たせ たい と考 えた。 

 

（オ）事後学習Ⅲ 『見つめよう！山とわたし！！』  
 

● 専任 指導 員に よる meet（オ ンラ イン） での 学習 ④【 ２月 ２２日】 
☞冬が 深まっ たこ ろの 金勝山 の変化 の様 子を 確認、 学習す る。 

 

 
 
 
 
 
● 専任 指導 員に よる meet（オ ンラ イン） での 学習 ⑤【 ３月 １５日】 
☞初春 の金勝 山の 変化 の様子 を確認 、学 習す る。 

 

 

 

 

 

 

 

● 自分 たち の生 活と山（ 森林 ）と の関 わり、課 題見 つけ 

☞『山 のここ がす ごい ‼』の 交流か ら見 えた 、自分 たちの 生活 と山 （森林 ）との 関
わりに ついて ふり かえ る。各 々が見 つけ た「 山（森 林）の すご さ」 を保つ 必然性
を感じ させる 。 

 

● 山（ 森林 ）の ためにで きる こと のま とめ、発 信 

☞ 山 （ 森 林 ） の は た らき （ 利 用 ・ 守 る
・ 蓄 え る ・ 快 適 ・ 育 て る ・ 防 ぐ ） を
保 つ た め に 何 が 必 要 な の か を 調 べ 、
自 分 た ち が で き る こ と を 考 え 、 ま と
め る 。 ま と め た こ と を 実 際 に 行 っ て
み た り 、 学 校 や 保 護 者 、 地 域 に 発 信
したり しなが ら、 行動 に移す 。 



 

44 

 

 

   ６ 月 か ら の オ ン ラ イ ン 学 習 に よ る
事 後 学 習 を 通 し て 見 て 来 た 「 金 勝 山
の様子 の変化 」を 確か め、四 季折々 の
“金 勝 山 の よ さ ”を 見 て 楽 し む こ と が
で き た 。 随 所 に 織 り 込 ま れ て あ っ た
「 樹 木 に 関 す る ク イ ズ 」 も 鮮 明 に 覚
えてお り、「もう すぐ またこ の景色 が
見 ら れ る な 」 「 今 年 は 見 に 行 き た い
な」な どとい う声 もあ がって いた。  

ま た 、 学 習 後 に は 校 庭 に あ る 樹 木
の「冬 芽と葉 痕」 を確 かめに 行く子 ども の姿 があっ た。そ して 、ま とめの 学習で は、
学年の 友だち や参 観日 での保 護者に 向け た発 表を通 して、 自分 たち の生活 が、様 々な
角度か ら山（ 森林 ）に 支えら れてい るこ とに 気づい た。そ の山 （森 林）の 力を守 るた
めに自 分がで きる こと を調べ 、まと める こと で、「 山（森 林） のた めに今 日から でき
ること 」につ いて 考え ること ができ た。 その ことを お互い に交 流す ること で、「 家で
家族に 伝えた い」 「実 際に山 に行っ て、 ゴミ を拾っ て歩き たい 」な どと、 具体的 に行
動に移 したい とい う思 いをも つこと がで きた 。 

 

（カ）最後のオンライン学習後の「ふりかえりアンケート」  
     

●  専 任指 導員 によ る meet（オ ンライ ン） での学 習⑤ 後の 「ふ りかえり アン ケー ト」 
３月１ ５日の オン ライ ン学習 後、こ れま での オンラ イン学 習や 森林 環境学 習を  

通して 学んだ こと 、気 付いた ことな どの ふり かえり を兼ね たア ンケ ートを 行った 。  
   これま でも タブ レット （Chromebook）を活 用した 「ふ りか えりア ンケー ト」 を  

使った 学習を 行っ てき た子ど もたち は、 慣れ た様子 で様式 に打 ち込 んでい た。  
   アンケ ート の内 容は以 下の通 りで ある 。 
 
  １ 金勝 山の四 季 の様子 がよく わか った か  

２ 特 に印象 に残 って いるこ とは何 か  
３ こ れまで の学 習で 、金勝 山に対 する 思い は 

変わっ たか  
４ ま た金勝 山に 行き たいか    
５ 金 勝山に 行っ たら 何がし たいか  
６ 身 近な樹 木に 興味 をもっ たか   
７ こ れから 山（ 森林 ）のた めに何 がし たい か 
８ こ れまで の学 習を 通して 、プレ ゼン 力は つ 

いたと 思うか  
  ９ これ までの 学 習を通 して、 新し く発 見した 

こと、 考えた こと や気 づいた ことな ど、 自   

由に書 いてみ まし ょう 。 

 

「ふり かえり アン ケー ト」を 一人一 台の タブ レット を活用 する メリ ットと しては 、
次のこ とが言 える 。 

①アン ケート 項目 を選 択制に するこ とで 、子 どもた ちが回 答し やす いこと 。 

②短時 間で入 力が でき 、入力さ れた 項目ご と にエク セルデ ータ とし て集約 できる こと。 
  ③子 ども 自身の 記 録とし ても保 存で き、 教師が 管理を しや すい こと。 
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● 「ふ りか えり アンケー ト」 の結 果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

などと 、自分 にで きる ことを 考えた り、 新し い気づ きをも った りし ている ことが わか
った。  

２．特に印象に残っていることは何ですか？ 
・展望 台から 琵琶 湖が 見えた こと  
・リス のエビ フラ イが 見られ たこと  
・ヒガ ンバナ が咲 く順 番 
・四季 の金勝 山の 変化 の様子  
・金勝 山に雪 がた くさ ん降っ たこと  
・冬芽 や葉痕 がお もし ろかっ たこと  

５．金勝山に行けるとしたら、何がしたいですか？ 
・展望 台でき れい な景 色が見 たい  
・もう 一度、 森林 散策 がした い  
・樹木 や植物 を観 察し て、オ ンライ ンで

習った ことを いか した い 
・葉っ ぱに注 目し て、 種類を 覚えた い  
・金勝 山の自 然を 感じ たい  

７．調べ学習を通して、これからの山（森林）のた
めに自分がしたいと思うことは何ですか？ 

・山で 使った ゴミ は持 ち帰る  
・金勝 山にポ イ捨 てさ れてい るゴミ など

をでき るだけ 拾い たい  
・ゴミ を捨て ない よう にする  
・再生 紙など を積 極的 に利用 する  
・紙の 使用量 を減 らし ていき たい 

９ ．これ まで の学 習を通 して、新し く発 見した こと、考え たこ とや気 づい たこ とな ど、
自 由に 書い てみ ましょう 。 

・どう したら 山の 力を 守れる かなど につ いて 、たく さんの こと を新 しく発 見した 。  
・木が いろい ろな もの に使わ れてい るの に、 木がな くなっ たら たい へんだ と思っ た。
・山は 、人間 を助 けて くれて いるの で、 自分 でもで きるゴ ミ拾 いと かいろ いろな こと  

をして 山を助 けて あげ たいで す。  
・知ら ない花 を覚 えた ので、 花を見 つけ たら みんな に教え てあ げた い。  
・1000 円札 も紙 でで きてい るから カー ドを 使った 方がい いの かな と思い ました 。  



 

46 

 

  こ のよう に、 子ど もたち はこれ まで の森 林環境 学習を 通し て、 金勝山 を身近 に感 じ、
山（森 林）を 大切 にし たいと 思う気 持ち をも つこと ができ た。  

また、 小単元 ごと の様 々な形 での発 表が 、子 どもた ちの表 現（ プレ ゼンテ ーショ ン）
する力 を育む こと につ ながっ た。こ れは 、自 分の調 べたこ とや 感じ たこと が、相 手に 届
くこと がうれ しい 、楽 しいと いう実 感を もた せられ たから では ない かと考 える。  

＜考察＞  

 「山 とわた し」 と題 するこ とで事 前、 当日 、事後 を通し て常 に山 （森林 ）と自 分と の関
わりに ついて 意識 付け をする ことが でき た。 学習を 進めて いく と、 山（森 林）が 近く に存
在する のにあ まり 関心 がなか った子 ども たち が、山 （森林 ）の 姿の 移り変 わりに 感動 し、
動植物 に興味 をも つよ うにな ってい った 。ま た、一 番初め の５ 月１ ９日の 事前学 習以 降、
「あの 時触っ た木 の幹 が…」 「さっ き拾 った 葉っぱ が…」 「あ そこ で見た 足跡は …」 と普
段から 五感を 働か せて 身の回 りの環 境に 関わ る姿が 見られ るよ うに なった 。これ は、 実際
に学校 の校庭 や山 （森 林）に 足を運 び、 見て 触って 嗅いで みて 、五 感を使 って活 動を した
ことが 大きな きっ かけ になっ ている と考 えら れる。  

「ふり かえり アン ケー ト」の 結果か らも 金勝 山や周 りの自 然に 興味 をもち 、「ま た行 き
たい」 という 思い の児 童が多 いこと 、こ れか ら山（ 森林） のた めに してい きたい こと を明
確にす ること がで きた 児童が 多いこ とが わか る。森 林環境 学習 が、 これま で当た り前 に使
ってい た木の 製品 や、 自分た ちの身 の回 りに ある自 然や生 活が 、ど のよう に山（ 森林 ）が
関わっ てきた かに つい て考え るきっ かけ にな り、子 どもた ちの 意識 や行動 を変え るこ とが
できた と考え る。  

また、 子ども たち の表 現（プ レゼン テー ショ ン）す る力の 育成 につ いては 、発表 の度 に
下級生 から友 だち 同士 、専任指 導員 や保護 者 と見て もらえ る相 手が 多様で あった こと から 、
その都 度「相 手意 識や 目的」 を変え る必 要が あった 。その 中で 、お 互いに アドバ イス をし
あった り、学 級担 任や 専任指 導員か らの 指導 を受け たりし なが ら、 何度も 改善を 図っ てき
た。そ の努力 が自 信を 生み、 本番で 成果 を十 分に発 揮する こと がで きたこ とが達 成感 や充
実感に つなが った ので はない か。さ らに 他の 教科で も表現 （プ レゼ ンテー ション ）す る力
を生か せる場 を幾 度か 設定し てきた こと から 、表現 （プレ ゼン テー ション ）する 力を 身に
付けた という 実感 を、 子ども たち自 身が もて たのだ と考え られ る。  

そして 、継続 的に 専任 指導員 による 山（ 森林 ）の季 節ごと の変 容に ついて の学習 、ス ラ
イドに よるク イズ 問題 などを 通して 交流 を行 うこと が、子 ども の確 実な学 びとし ての 経験
を積ま せるた めに とて も重要 なこと だと 考え る。ま た、専 任指 導員 と幾度 も打ち 合わ せを
重ねな がら、 めざ す子 どもた ちの姿 を共 有し 、子ど もたち の学 び、 経験に 何が必 要か を共
に考え 探って いく こと が、私 たち学 級担 任の 学びに もつな がっ てい くと感 じた。  

このよ うに、 森林 環境 学習「 やまの こ」 を一 つの行 事で終 わら せる のでは なく、 ５年 生
でのび わ湖環 境学 習「 うみの こ」へ のつ なが りを意 識し、 子ど もた ちが身 近な環 境に 親し
みをも ち、自 分との つ ながり を感じ なが ら積 極的に 関わっ てい く重 要性を 感じら れる よう 、
年間を 通した 単元 計画 とした 。  

これか ら子ど もた ちが 、四季 折々の 山（ 森林 ）の変 容を楽 しみ 、自 ら山（ 森林） へと 足
を運び 、自分 たち の手 で守っ ていけ る人 とな ってほ しい。 そし て、 ５年生 でのび わ湖 環境
学習「 うみの こ」 での 琵琶湖 の環境 につ いて の学習 でも、 同じ よう に自分 とのつ なが りを
感じな がら意 欲的 に学 習を進 めてい って ほし いと期 待して いる 。  
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１ 単元を構成する前に  

(1)ねらいの明確化  

 単元を 構成す る際 、ま ずは「 どのよ うな ねら い」と するの かを 明確
に し ま し ょ う 。 児 童 の 実 態 や 地 域 の 環 境 (学 校 周 辺 の 環 境)な ど を
考慮し 、ねら いに 即し た計画 を立て まし ょう 。 

(2)森林のとらえ方として大切にしたい３つの視点  

(京都教育大学：山下宏文教授) 

 「環境(森林)の中 で学 ぶ・環 境(森 林)か ら学 ぶ」「 環境(森林)につ
いて学 ぶ」「環境(森林)のため に学 ぶ」とい う３つ の視点 を大 切に
しまし ょう。 

 森(森林)を体 験の 場・ 知る場 ・関わ りの 場と とらえ ましょ う。 

 

２ 単元例① (森林環境学習を課題づくりのための体験活動として位置づける場合 ) 
「木(森)の良さを伝えよう！」総合的な 学習の 時間  27 時間  

(1)目標  

 実際に 森林に 入り 、五 感をと おして 、体 全体 で「森 」を感 じた り、
「森づ くり体 験」をし たりす ること によ り、木や森 林に興 味・関心
を持ち 、「自 分た ちの 生活と のつな がり 、木 や森林 の大切 さ・すば
らしさ ・良さ 」に 気づ き、理 解する こと がで きる。 

 「木(森)の良 さ(森 林 の多面 的機能：参 考資 料①)」につ いて、自 分
なりの 課題を 持ち 、調 べるこ とがで きる 。 

 「木(森)のた めに」自 分たち ででき るこ とを 考え実 践する こと が
できる 。 

(2)興味・関心を高める取り組み (事前学習 ) 

 「自分 たちの 生活 と木(森)の 関わり」や「木(森)の 良さ」に つい
て、普 段の生 活の 振り 返り(木 でで きた道 具 探しな ど)を しなが ら 考える 。  1 時間  

 体験学 習のプ ログ ラム 概要を 知らせ 、活 動の 見通し を持た せる 。  1 時間  

 学習グ ループ を編 成し 、グル ープ内 での 役割 分担を する。(特活 ：1 時間) 

 

(3)当日の学習 6 時間 (1 泊 2 日 ) 

＜当日のねらい＞  
◎「やま のこ」 事業 当日 の活動 をとお して 、「 木(森)の良さ ・大 切さ 」を実 感する こと が

できる 。 

 森の中 に入り 、五 感を とおし て、体 全体 で木(森)を 感じる こと がで きる。 

写 真 と本 文 は関 係 ありません。  

土 壌 浸 透 (森 林 の多 面

的 機 能 を理 解 するため

の)実 験  参 考 資 料 ② 

森林環境学習の展開例 
 

これは、一つの展開例です。学習計画を立てる際に、参考にしてください。 
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 森林散 策の中 で、 森(自然)の 不思 議・お も しろさ にふれ たり 、森 の中で 過ごす 気持 ちよ
さを実 感した りす るこ とがで きる。 

 間伐・ 枝打ち(竹林 整 備)体験 をし 、間伐 の 大切さ につい て体 験を とおし て理解 する こと
ができ る(実 感をと も なった 理解を する)。 

 間伐の できて いな い森 の中に 入り 、薄暗 い「 森林環 境」を体感 する ことが できる(実感 を
ともな った理 解を する)。 

 「森で 働く人 」か ら「 森を守 るお話 」を 聞き 、「森 を守る 大切 さ・ 大変さ 」を理 解す る
ことが できる 。 

 ペット ボトル によ る「 土壌浸 透(森 林の多 面 的機能 を理解 する ため の)実験 」の 様子(参考
資料２)を観 察し、 木(森)の良 さ(森 林の 多面 的機能 ：保水 能力 ・浄 化能力 ・土砂 流出 防
止能力 など)につい て 理解す ること がで きる 。 

 森 の 中 で 拾 っ た 木 の 実 や 木 ぎ れ 、 間 伐 材(竹)な ど を 使 っ て 、 楽 し く ク ラ フ ト(作 品 づ く
り)をす るこ とがで き る。 

 

＜当日の体験学習＞  
 森林散 策 

 間伐・ 枝打ち 体験 や竹 林整備 作業体 験 

 間伐材 ・竹な どを 使っ た工作(ネイ チャー ク ラフト) 

 ペット ボトル によ る「 土壌浸 透(森 林の多 面 的機能 を理解 する ため
の)実験 」 

 レクチ ャー(「森で 働 く人」 から「 森を 守る お話」 を聞く)など 

 

(4)事後学習  

 もう一 度「自 分た ちの 生活と 木(森)の関 わり 」や「 木(森)の良 さ」 につい て考え る。 

 1 時間 

 自分の 調べた い「 木(森)の良 さ」 を決め(課 題設定 し)、 調べ、 ま とめる 。  7 時間  

※その 他考え られ る例 (間伐 や森 林整 備・二 酸化酸 素吸収 など ) 
※クラ ス全体 で、 調べ ること を決め 、ま とめ ていく ことも 可能 (ク ラス共 通課題 )。  

 

 

 

 

 クラフト作品 

児童がイメージした 

「未来の森」 

 

保 水 能 力 (緑 のダム)・

浄 化 能 力 ・ 土 壌 流 出

防 止 能 力 グループ 

 

  

木 材 利 用 グループ 生 物 多 様 性 グループ 炭 グループ 

●やまのこ専 任 指 導 員

さんや市 役 所 の林 業

担 当 の 方 か らお 話 を

聞 く。 

● い ろ ん な 森 の 力 に つ

い て 、 本 な ど で 調 べ

る。 

● 持 ち 帰 っ た 森 の 土 を

使 い 、 自 分 た ち で 土

壌 浸 透 実 験 を行 う。 

● 調 べ た こ と を ま と め

る。 

● 琵 琶 湖 材 を 使 っ て

家 を 造 っ て い る 大

工 さ ん か ら お 話 を

聞く。 

●木材利用について、

本などで調べる。 

● 持 ち 帰 っ た 間 伐 材

を使い、教室で使う

ブ ッ ク エ ン ド な ど

を作成する。 

● 調 べ た こ と を ま と

める。 

● 持 ち 帰 っ た 森 の 土 に

棲 む 生 き も の を 調 べ

る(土 壌 生 物 観 察 )。 

● 土 壌 生 物 ・ 落 ち 葉 の

役 割 に つ い て 、 本 な

どで調 べる。 

↓ 

●森 の土 (堆 肥 )づくりに

挑 戦 する。 

● 調 べ た こ と を ま と め

る。 

● 持 ち 帰 っ た 間 伐 材 を

炭 にする(オイル缶 炭

焼 き：参 考 資 料 ③)。 

●作 った炭 を使 って、七

輪 で 餅 など を 焼 く( 昔

の生 活 体 験 ) 

● 学 校 の 冷 蔵 庫 の 消

臭 剤 や 学 校 池 の 浄

化 用 に使 用 する。 

● 調 べ た こ と を ま と め

る。 
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 自分た ちの調 べた 「木(森)の 良さ」 を発 表し 、交流 する。  2 時 間  

 ＤＶＤ 「ボズ ーか らの 手紙(参 考資 料４)」を 視聴し 、「森 林の 問題 」につ いてさ らに 理
解を深 め、「 自分 たち に、何 かでき るこ とは ないか 」話し 合う 。  2 時間  

 「 木(森)の た め に 」 自 分 た ち で で き る こ と を
考え実 践する 。  8 時 間  

 グルー プ活動 の中 から 、「木(森)のため に」ク
ラ ス 全 員 で 取 り 組 ん で み た い こ と を 決 め る 。
(１時間) 

 クラス 全員で 、学 校で 使う「 間伐材 ベン チ」 

 を作る ～木材 利用 グル ープが 中心に なっ て 

 進める ～(３ 時間) 

 地元の木(琵 琶湖材)を使うことの大 切さ、地産 地消の大切 さを学校や保護者、地域の人に伝 え

る発表会を企画し、実施する。(４時間) 

 

【学校周辺の環境を活かして、さらに発展させた学習】  
＜学校林や学校周辺に整備のできる人工林がある場合＞  

 地元で 森林作 業を して おられ る方や 、「 やま のこ」施設の
専 任 指 導 員 さ ん に 依 頼 し て 、 学 校 林 や 学 校 周 辺 の 森 林 整
備を行 う。 

 枝 打 ち を し た 木 ぎ れ で 箸 作 り を し た り 、 間 伐 材 を 使 っ た
椅子や ベンチ 作り をし たりす る→学 校や 家で 使う。 

 木 の 良 さ 、 森 林 整 備 の 大 切 さ を 学 校 や 保 護 者 、 地 域 の 人
に伝え る発表 会を 企画 し、実 施する 。 

 

＜学校周辺に整備できる里山がある場合＞  
 里山の 整備に つい て、 地元の 人にお 話を 聞く 。 

 里山整 備のお 手伝 いを する(里 山整 備体験 を する：玉切 り・薪 割り・シイタケ の植 菌・炭
焼きな ど)。 

 炭焼き をした 炭を 使っ て昔の 生活体 験を する(炭を使 った 餅焼き な ど) 

 木の良 さ、里 山整 備の 大切さ ・森林 整備 の大 切さを 学校や 保護 者、 地域の 人に伝 える 発
表会を 企画し 、実 施す る。 

 

＜学校周辺に整備できる竹藪がある場合＞  
 竹藪の 整備に つい て地 元の人 にお話 を聞 く。 

 竹林整 備を体 験す る 

 竹を使 った道 具を さが しをし たり、 自分 で道 具を作 ったり する 。 

 竹炭づ くりを する 。 

 木や竹 の良さ 、竹林 整 備・森林 整備 の大切 さ を学校 や保護 者、地 域
の人に 伝える 発表 会を 企画し 、実施 する 。 

 

※関連：社会「むかしの暮らし」、国語「意見発表をしよう」 

  

写 真 と本 文 は関 係 ありません。  

写 真 と本 文 は関 係 ありません。 
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３ 単元例② (森林環境学習を課題追求のための体験活動として位置づける場合 )  

「川(びわこ)と森はともだち～川(びわこ)のはじまりを調べよう～」総合的な学習の時間  23 時間  

(1)目標  

実際に 森林に 入り、五 感をと おして 、体全 体 で「森」を
感じた り、「森 づくり 体験」を した りする こ とによ り、木
や森林 に興味・関 心を 持ち、「 きれ いで豊 か な川(び わこ)」
は「 豊かな 森(森 林)」がはぐ くんで いる こと を理解 するこ
とがで きる。 

「学校 近くの 川」と「 源流部(やま のこ施 設 近く)の 川」
で 見 ら れ る 生 き も の (指 標 生 物 )を 比 較 し な が ら 、 そ の 違
いにつ いて調 べた り、「きれい な水」は 森(木)が育ん でい
ること をつき とめ(調 べ)たり する ことが で きる。 

「豊か な川(びわこ)を はぐく む木や 森(森 林)の大切 さを学 校や 保護 者、地 域の人 に伝
えるこ とがで きる 。 

(2)目的を持って追求 (情報収集 )をさせるための取り組み〔事前学習〕  

 社会科 の学習 「水 のゆ くえ(上 水道 ・下水 道)」と関 連させ て、 学校 の近く を流れ る川 の
様子を 観察し 、生 きも の(指標 生物 ：水生 昆 虫)調べ(「あ おい びわ 湖」参 考)を する。 

  4 時間  

 当日の 体験学 習の プロ グラム 概要を 知ら せ、 活動の 見通し を持 たせ る。  1 時間  

(3)当日の学習  6 時間 (１泊２日 ) 

＜当日のねらい＞  
◎間伐・枝打 ち・間伐 材 の玉切 り体験(見学)や ペット ボトル によ る「 土壌浸 透(森 林の多 面

的 機 能 を 理 解 す る た め の)実 験 」 を と お し て 、 整 備 さ れ た 豊 か な 森 が し っ か り と 水 を 蓄
え、浄 化して いる こと に気づ き、「 間伐 ・枝 打ち(森 林整 備)の 大切 さ」を 実感す るこ と
ができ る。 

◎源流部 の川で 、学 校の 近くを 流れる 川と 比較 しなが ら、生 きも の調 べをす ること がで き
る。 

 森の中 に入り 、五感を とおし て、体全 体で木(森)を 感じる こと
ができ る。 

 間伐・枝 打ち(森林 整 備)体験(見学)をし 、間伐・枝 打ち(森林 整
備 )の 大 切 さ に つ い て 体 験 を と お し て 理 解 す る こ と が で き る
(実感を とも なった 理 解をす る)。 

 間伐の できて いな い森 の中に 入り、薄 暗い「 森林環 境」を体 感
するこ とがで きる(実 感をと もなっ た理 解を する)。 

 川に入 り、川の 中から 周辺の 様子を 観察 した り、目をつ ぶっ て
静かに 水の流 れる 音を 聴いた り、手 の感覚 で 水温を 予想し たり
しなが ら、学 校の近 く を流れ る川と の違 いに 気づく ことが でき
る。 

 生きも の調べ をす るこ とがで きる。 

＜当日の体験学習＞  
 森林散 策 

 間伐・ 枝打ち 体験 や竹 林整備 作業体 験 

 ペット ボトル によ る「 土壌浸 透(森 林の多 面 的機能 を理解 する ため の)実験 」 

写 真 と本 文 は関 係 ありません。 

写 真 と本 文 は関 係 ありません。 
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 レクチ ャー(「森で 働 く人」 から「 森を 守る お話」 を聞く) 

 源流部 の生き もの(水 生昆虫 ：指標 生物)調 べ   など 

(4)事後学習  

 学校近 くの川 と源 流部 の川の 生きも の違 い、 源流部 の生き もの の豊 かさに ついて まと め
る。  2 時間  

 森の土 を持ち 帰り 、運 動場の 土と比 較す る「 土壌浸 透実験 」を行っ たり 、森の 土(校 庭 の
落ち葉 を使っ た堆 肥)づくり に挑戦 した りす る。  3 時間  

 「豊か な川(びわこ)を はぐく む木や 森(森 林)の大切 さを学 校や 保護 者、地 域の人 に伝 え
る発表 会を企 画し 、実 施する 。  4 時間  

 社会科 の学習 「水 のゆ くえ(上 水道 ・下水 道)」と関 連させ て、 学校 の近く の川が 、ど の
ように 琵琶湖 につ なが ってい るか調 べる(５ 年生の 学習「 フロ ーテ ィング スクー ル」につ
なげる)。  3 時間  

 

４ 単元例③（森林環境学習を課題の明確化を図るための体験活動として位置づける場合 ) 

「森のこと考えよう～１本のわりばしから～」    総合的な学習の時間  20 時間  

(1)目標  

 実際に 森林に 入り 、五 感をと おして 、体 全体 で「森 」を感 じた り、 「森づ くり体 験」 を
したり するこ とに より 、木 や森林 に興 味・関 心を持 ち、「 自分 たち の生活 とのつ なが り、
木や森 林の大 切さ ・す ばらし さ・良 さ」 に気 づき、 理解す るこ とが できる 。 

 国産間 伐材割 り箸 の意 味を考 えるこ とで 、間 伐(森林 整備)の大 切さ を理解 し、森 林の 働
きやよ さなど につ いて 自分な りにま とめ るこ とがで きる。 

 国産の 間伐材 でで きた 割り箸 の「良 さ・ すば らしさ 」を、 学校 や保 護者、 地域の 人に 伝
えるこ とがで きる 。 

(2)興味関心を高めるための取り組み〔事前学習〕  

 ｢元気な 森(手 入れ の行 き届い た明る い森)｣と ｢元気が ない 森(手 入れ ができ ていな い暗 い
森)｣(参 考資 料５・ ６)を比較 したり 、国 産間 伐材割 り箸の 意味 を考 えたり するこ とで 、
間伐(森 林整 備)の 大切 さを理 解し、森林の 働 きやよ さにつ いて 考え ること ができ る。 2

時間  

 体験学 習のプ ログ ラム 概要を 知らせ 、活 動の 見通し を持た せる 。  1 時間  

 当日の 学習用 しお りを 作成す る。(特活ま た は国語 ：１時 間) 

(3)当日の学習  3 時間 (日帰り ) 

＜当日のねらい＞  
◎間伐・枝打 ち体 験(見 学)や間 伐材 の玉切 り 体験を とおし て、

「間伐・枝打ち(森林 整 備)の大 切さ」を実感 す ること ができ
る。 

 森の中 に入り、五感 を とおし て、体全 体で 木(森)を感 じる こ
とがで きる。 

 間伐・枝打 ち(森 林整 備)体験(見学)をし 、間伐・枝打 ち(森
林 整 備 )の 大 切 さ に つ い て 体 験 を と お し て 理 解 す る こ と が
できる(実感 をとも な った理 解をす る)。 

 間伐の できて いな い森 の中に 入り 、薄暗 い「 森林環 境」を体感 する ことが できる(実感 を
ともな った理 解を する)。 

写 真 と本 文 は関 係 ありません。 
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 「森で 働く人 」か ら「 森を守 るお話 」を 聞き 、「森 を守る 大切 さ・ 大変さ 」を理 解す る
ことが できる 。 

＜当日の体験学習＞  
 森林散 策 

 間伐・ 枝打ち 体験 や間 伐材の 玉切り 体験 

 レクチ ャー(「森で 働 く人」から「 森を守 る お話」を聞く)

など 

 

(4)事後学習  

 体験し てきた こと をも とに、 森のは たら きや 間伐の 大切さ につ いて まとめ る。  1 時間  

 調べた い課題 を決 め(課題設 定し)、調べ 、 まとめ る。  7 時間  

 

※クラス全体で、調べることを決め、まとめていくことも可能(クラス共通課題)。 

 地元の 間伐材(琵琶 湖 材)を利 用し、クラス 全員で「 間伐材 の箸 づ くり」を する。 2 時間  

 間伐材 ででき た箸 を使 ってみ る。〔 給食 時間 〕 

 地元の 木(琵 琶湖材)を 使うこ との大 切さ 、間 伐材わ り箸を 使う こと の大切 さを学 校や 保
護者、 地域の 人に 伝え る発表 会を企 画し 、実 施する 。  4 時間  

 

【参考資料】  
①森林の多面的機能 

②土壌浸透(森林の多面的機能を理解するための)実験 

③オイル缶炭焼き 

④ＤＶＤ「ボズーからの手紙」 

⑤「元気な森(手入れの行き届いた明るい森)」 

⑥「元気がない森(手入れができていない暗い森)」 

⑦木づかい運動 

 

＊参考資料については、ホームページをご参考ください。 

 

 
 

間 伐 について 

 

 

 
 

 

 
 

木 材 の輸 入 について 地 産 地 消 について 

●やまのこ専 任 指 導 員

さんや市 役 所 の林 業

担 当 の 方 か らお 話 を

聞 く。 

●間 伐 について、本 など

で調 べる。 

● Ｄ Ｖ Ｄ 「 ボ ズ ー か ら の

手 紙 」を視 聴 する。 

● 調 べ た こ と を ま と め

る。 

 

 

● や ま の こ 専 任 指 導

員 さ ん や 市 役 所 の

林 業 担 当 の 方 か ら

お話を聞く。 

● 木 材 の 輸 入 に つ い

て 、 本 な ど で 調 べ

る。 

● 身 の 回 り の 木 材 の

出身地を調べる(国

産材探し)。 

● 家 に あ る 「 わ り ば

し」の出身地を調べ

る。 

● 調 べ た こ と を ま と

める。 

●やまのこ専 任 指 導 員

さんや市 役 所 の林 業

担 当 の 方 から お 話 を

聞 く。 

● 地 産 地 消 に つ い て 、

本 などで調 べる。 

●地 産 地 消 の農 産 物 な

どについて、スーパー

などで調 べる。 

● 調 べ た こ と を ま と め

る。 

 

●やまのこ専 任 指 導 員

さんや市 役 所 の林 業

担 当 の 方 から お 話 を

聞 く。 

●「木 づかい運 動 」につ

いて、インターネットな

どで調 べる。 

● 調 べ た こ と を ま と め

る。 

木 づかい運 動 (林 野

庁 )：(参 考 資 料 ７)に

ついて 

 

写 真 と本 文 は関 係 ありません。 





森林環境学習「やまのこ」事業

実施の手引き

平成23年4月

滋賀県琵琶湖環境部森林政策課

〒520-8577 大津市京町四丁目1-1

TEL ０７７－５２８－３９１８

FAX ０７７－５２８－４８８６

E-mail dj00@pref.shiga.lg.jp


